
　

最
初
に
、
今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
二
人
の
作
家
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
村
上
春
樹
。
一
九
四
九
年
京
都
市
生
ま
れ
。
七
九
年
『
風
の
歌
を
聴
け
』
で

作
家
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
の
あ
と
次
々
に
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』『
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』『
海
辺
の
カ
フ
カ
』、
そ
の
他
、
現
在
の
『
騎
士
団
長
殺
し
』
に
至
る
ま
で
多
数

の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　

次
は
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
で
す
。
一
九
五
四
年
長
崎
市
生
ま
れ
。
一
九
六
〇
年
に

海
洋
学
者
の
父
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
要
請
を
受
け
て
渡
英
、
そ
の
後
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
南
部
に
あ
る
サ
リ
ー
州
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
一
家
で
移
住
。
ケ
ン
ト
大
学
卒
業
後
、

八
二
年
『
遠
い
山
な
み
の
光
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
『
浮
世
の
画
家
』『
日
の
名
残

り
』『
充
た
さ
れ
ざ
る
者
』『
わ
た
し
た
ち
が
孤
児
だ
っ
た
頃
』『
わ
た
し
を
離
さ
な

い
で
』『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』

の
前
に
『
夜
想
曲
集
』
と
い
う
短
編
集
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
日
の
最
初
の
講
演
者
、
鴻
巣
友
季
子
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

鴻
巣
さ
ん
は
翻
訳
家
で
、
英
語
圏
の
現
代
作
家
の
作
品
を
多
数
翻
訳
、
古
典
の
新
訳

に
も
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。『
風
と
と
も
に
去
り
ぬ
』
の
翻
訳
で
大
き
な

反
響
も
呼
び
ま
し
た
。
文
芸
評
論
も
数
多
く
手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
先
日
の

日
経
新
聞
で
は
、
村
上
春
樹
氏
、
柴
田
元
幸
氏
と
と
も
に
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
日

本
の
翻
訳
の
あ
り
方
を
刷
新
し
た
翻
訳
家
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
は
全
体
司
会
の
私
、
梅
垣
昌
子
で

す
。
こ
の
大
学
で
は
、
ア
メ
リ
カ
文
学
や
文
化
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
番
目
の
講
演
は
清
水
良
典
さ
ん
で
す
。
清
水
良
典
さ
ん
は
作
家
・
文
芸
評
論
家

で
、
愛
知
淑
徳
大
学
の
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
第
三
十
三
回
群
像
新
人
文
学

賞
・
評
論
部
門
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、『
村
上
春
樹
は
く
せ
に
な
る
』『
あ
ら

ゆ
る
小
説
は
模
倣
で
あ
る
』
な
ど
、
著
作
も
多
数
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
の
講
演
者
は
、
亀
山
郁
夫
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
長
で
す
。
ロ
シ
ア
・

ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
専
門
家
で
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
翻
訳
を
次
々
に
手
が
け
ら

れ
、
ご
自
身
も
小
説
『
新
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

鴻
巣 

友
季
子

　

英
語
圏
翻
訳
家
の
鴻
巣
友
季
子
と
申
し
ま
す
。

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
と
村
上
春
樹
と
い
う
現
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
二
人
の「
そ

の
世
界
性
、
読
解
の
可
能
性
」
と
い
う
お
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
、
わ
た
し

は
「
作
品
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
沈
潜
と
浮
上
」
と
い
う
切
り
口
で
、
主
に
イ
シ
グ
ロ
に
つ

い
て
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
小
説
に
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
の
は
好
き
で
は
な
い
の
で
、
適
宜
テ
ー
マ
、
モ
チ
ー
フ
と
い
っ
た
語
に
置
き
換

え
て
い
き
ま
す
。

　

イ
シ
グ
ロ
の
世
界
性
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、彼
が
よ
く
使
うinternational fiction

と
い
う
概
念
と
、
彼
が
創
作
を
始
め
た
当
時
の
文
学
環
境
に
つ
い
て
見
て
お
き
ま
す
。

司
会
・
梅
垣 

昌
子

　

講　

演

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

村
上
春
樹
と
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ

そ
の
世
界
性
、
読
解
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
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講　演

こ
のinternational fiction

で
す
が
、
ゲ
ー
テ
に
始
ま
り
、
近
年
は
ア
メ
リ
カ
の
翻

訳
学
者
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ム
ロ
ッ
シ
ュ
も
定
義
し
て
き
たW

orld Literature

（
世

界
文
学
）
と
通
底
す
る
も
の
あ
り
や
な
き
や
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
先
日
イ
シ
グ
ロ
が
行
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
記
念

講
演
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

イ
シ
グ
ロ
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
大
学

院
に
入
学
し
た
当
時
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
で
抄
訳
を

つ
け
ま
し
た
。

T
hen one night, during m

y third or fourth w
eek in that little 

room
, I found m

yself w
riting, w

ith a new
 and urgent intensity, about 

Japan – about N
agasaki, the city of m

y birth, during the last days of 

the Second W
orld W

ar. T
his, I should point out, cam

e as som
ething 

of a surprise to m
e. Today, the prevailing atm

osphere is such that it’s 

virtually an instinct for an aspiring young w
riter w

ith a m
ixed cultural 

heritage to explore his ‘roots’ in his w
ork. But that w

as far from
 

the case then. W
e w

ere still a few
 years aw

ay from
 the explosion of 

‘m
ulticultural’ literature in Britain. Salm

an R
ushdie w

as an unknow
n 

w
ith one out-of-print novel to his nam

e. A
sked to nam

e the leading 

young British novelist of the day, people m
ight have m

entioned 

M
argaret D

rabble; of older w
riters, Iris M

urdoch, K
ingsley A

m
is, 

W
illiam

 G
olding, A

nthony Burgess, John Fow
les. Foreigners like 

G
abriel G

arcía M
árquez, M

ilan K
undera or Borges w

ere read only in 

tiny num
bers, their nam

es m
eaningless even to keen readers.

　
　

 　
「
狭
い
貸
間
に
暮
ら
し
て
い
た
私
は
、
あ
る
晩
気
が
つ
く
と
、
未
だ
か
つ
て
な

い
切
実
な
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
日
本
、
自
分
の

生
ま
れ
故
郷
の
長
崎
市
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
猛
然
と
書
き
だ
し
て
い
た
の
で

す
。
こ
れ
に
は
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
作
家
志
望
の
若
者
で
複

数
の
文
化
的
背
景
を
有
す
る
と
な
れ
ば
、
自
分
の
＂
ル
ー
ツ
＂
を
探
る
作
品
を

書
く
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
空
気
が
世
界
中
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の

状
況
は
そ
れ
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
＂
多
文
化
文
学
＂
が

ブ
レ
イ
ク
す
る
の
は
、
ま
だ
数
年
先
の
こ
と
で
す
。［
イ
ン
ド
生
ま
れ
で
現
在
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
す
］
サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ
に
は
、
す
で
に
著
書
が

一
冊
あ
り
ま
し
た
が
、
絶
版
状
態
で
無
名
で
し
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
を
代
表

す
る
若
手
作
家
を
挙
げ
よ
と
言
わ
れ
た
ら
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ド
ラ
ブ
ル
（『
黄

金
の
イ
エ
ル
サ
レ
ム
』
や
『
針
の
目
』）
の
名
が
挙
が
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
も
う

少
し
上
の
世
代
な
ら
、
ア
イ
リ
ス
・
マ
ー
ド
ッ
ク
（『
海
よ
、
海
』）、
キ
ン
グ
ズ

リ
ー
・
エ
イ
ミ
ス
（『
ラ
ッ
キ
ー
・
ジ
ム
』）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（『
蠅
の
王
』）、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
（『
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
』）、

ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
ル
ズ
（『
フ
ラ
ン
ス
人
中
尉
の
女
』）
あ
た
り
。
外
国
作
家
で

は
、
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
、
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
、
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ

ル
ヘ
ス
と
い
っ
た
巨
匠
も
、
当
時
は
熱
心
な
読
書
家
に
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」

　

こ
の
よ
う
な
英
国
中
心
主
義
の
文
学
界
で
、
イ
シ
グ
ロ
は
小
説
家
へ
の
道
を
歩
み

だ
し
ま
し
た
。
日
本
を
舞
台
に
し
たA Pale View of H

ills

『
遠
い
山
な
み
の
光
』
を

書
い
た
後
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
過
去
を
求
め
て
』
を
じ
っ
く
り
読
み
、
記

憶
と
時
間
へ
の
新
た
な
「
語
り
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
思
い
つ
い
た
と
言
い
ま
す
。

If I could go from
 one passage to the next according to the nar-

rator’s thought associations and drifting m
em

ories, I could com
pose 

in som
ething like the w

ay an abstract painter m
ight choose to place 

shapes and colours around a canvas. I could place a scene from
 tw

o 

days ago right beside one from
 tw

enty years earlier, and ask the reader 

to ponder the relationship betw
een the tw

o. In such a w
ay, I began to 

think, I m
ight suggest the m

any layers of self-deception and denial that 

shrouded any person’s view
 of their ow

n self and of their past.
　
　

 　
「
語
り
手
の
思
考
連
鎖
や
記
憶
の
気
ま
ぐ
れ
な
流
れ
に
沿
っ
て
場
面
を
展
開

し
て
い
け
ば
、
抽
象
画
家
が
カ
ン
バ
ス
に
形
や
色
を
置
く
よ
う
に
小
説
を
書
け

る
の
で
は
な
い
か
。
語
り
手
が
何
重
に
も
自
分
を
偽
り
、
真
実
を
否
定
す
る
こ

と
で
、
自
身
の
真
の
姿
と
過
去
に
目
隠
し
を
す
る
語
り
も
で
き
る
の
で
は
な
い
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か
と
思
い
始
め
た
」

　

そ
れ
が
、
ブ
ッ
カ
ー
賞
を
受
賞
す
るThe Rem

ains of the D
ay

『
日
の
名
残
り
』
の

創
作
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
でm

any layers of self-deception and denial...

や
、shroud one’s view

 

of...

と
い
っ
た
表
現
に
注
意
し
た
い
の
で
す
。
本
作
の
語
り
手
の
執
事
は
、
ナ
チ
ス

の
シ
ン
パ
に
仕
え
て
き
ま
し
た
。
完
成
作
の
前
段
階
の
原
稿
で
は
、
執
事
の
心
の
最

奥
に
あ
る
過
ち
の
認
識
や
苛
烈
な
悔
悟
の
念
、
あ
る
い
は
深
い
憧
憬
、
恋
情
と
い
っ

た
も
の
は
、
何
重
も
の
語
り
の
仕
掛
け
に
く
る
ま
れ
て
深
層
に
「
沈
潜
」
し
、
物
語

が
終
わ
る
ま
で
い
っ
さ
い
表
面
化
し
ま
せ
ん
。
イ
シ
グ
ロ
は
一
九
八
八
年
、
こ
の
小

説
を
い
っ
た
ん
書
き
あ
げ
、
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
で
創
作
活
動
を
す
る
こ
と
、
英
語
で

書
く
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

I’d been careful not to assum
e, as I felt m

any of them
 did, that 

m
y readers w

ere all English, w
ith native fam

iliarity of English nuances 

and preoccupations. By then, w
riters like Salm

an R
ushdie and V.S. 

N
aipaul had forged the w

ay for a m
ore international, outw

ard-looking 

British literature, one that didn't claim
 any centrality or autom

atic 

im
portance for Britain. T

heir w
riting w

as post-colonial in the w
idest 

sense. I w
anted, like them

, to w
rite 'international' fiction that could 

easily cross cultural and linguistic boundaries, even w
hile w

riting a 

story set in w
hat seem

ed a peculiarly English w
orld. 

　
　

 　
「
私
は
、
自
分
の
読
者
が
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
特
異
な
考
え
方
に

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
通
じ
た
イ
ギ
リ
ス
人
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

つ
ね
に
意
識
し
て
書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
ラ
シ
ュ
デ
ィ

や
ナ
イ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
作
家
た
ち
が
台
頭
し
、
も
っ
とinternational
で
外

に
目
を
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

イ
ギ
リ
ス
を
当
然
の
よ
う
に
中
心
と
し
、
お
の
ず
と
上
に
置
こ
う
と
す
る
文
学

と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
し
た
。〈
中
略
〉
私
も
彼
ら
の
よ
う
に
、
文
化
や
言
語

の
境
界
を
や
す
や
す
と
越
え
て
い
け
る“international” fiction

を
書
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。（『
日
の
名
残
り
』
の
よ
う
に
）
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
世
界

を
描
い
て
い
な
が
ら
も
、
で
す
」

　

international fiction

を
目
指
す
イ
シ
グ
ロ
は
、
仕
上
が
っ
た
『
日
の
名
残
り
』
に

な
に
か
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
夕
べ
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン

ガ
ー
、
ト
ム
・
ウ
ェ
イ
ツ
の
切
な
い
歌
を
聴
い
て
啓
示
を
受
け
、
本
作
を
リ
ラ
イ
ト

し
ま
す
。
本
心
を
ひ
た
隠
し
て
い
た
執
事
の
心
の
鎧
に
一
瞬
だ
け
亀
裂
が
入
り
、
思

い
が
ほ
と
ば
し
り
出
る
、
と
い
う
記
述
に
改
稿
し
た
の
で
す
。
非
常
に
慎
重
な
決
断

で
あ
り
リ
ラ
イ
ト
で
し
た
が
、
こ
の
一
瞬
の
主
題
の
「
浮
上
」＝
表
面
化
は
、
イ
シ

グ
ロ
文
学
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

記
憶
を
め
ぐ
る
作
家
イ
シ
グ
ロ
の
抑
制
さ
れ
た
筆
致
は
そ
の
後
も
つ
づ
き
ま
す
。

装
飾
を
そ
ぎ
落
と
し
た
静
謐
な
文
体
、
そ
の
表
面
下
に
あ
る
見
え
な
い
深
淵
。
そ
の

技
法
に
は
、
記
憶
の
操
作
と
選
択
的
な
提
示
、
隠
匿
な
ど
の
ミ
ス
リ
ー
ド
、
さ
ら
に

は
記
憶
の
捏
造
に
近
い
も
の
も
あ
り
、
第
一
級
のunreliable narrator

（
信
用
で
き

な
い
語
り
手
） 

と
し
て
も
名
声
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

遺
伝
子
工
学
の
生
ん
だ
ク
ロ
ー
ン
と
臓
器
移
植
に
よ
る
究
極
の
格
差
社
会
を
描
い
た

Ｓ
Ｆ
小
説
『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』
は
、
そ
う
し
た
語
り
の
「
抑
制
の
美
」
の
真

骨
頂
と
も
言
え
ま
す
。

　

わ
た
し
が
異
変
め
い
た
も
の
を
感
じ
た
の
は
、
長
編
と
長
編
の
間
の
二
〇
〇
九
年

に
発
表
さ
れ
た
短
編
集N

octurnes

『
夜
想
曲
集
』
の
邦
訳
を
読
ん
だ
と
き
で
す
。
各

編
に
は
、
往
年
の
大
物
歌
手
、
無
名
の
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
夢
を
諦
め
て
ス
タ
ー
と

結
婚
し
た
女
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
家
が
登
場
し
、
こ
こ
に
夫
婦
、
病
院
の
患
者

同
士
、
師
弟
な
ど
の
、
こ
じ
れ
た
り
ね
じ
れ
た
り
、
一
風
変
わ
っ
た
男
女
関
係
が
絡

ん
で
き
ま
す
。
元
共
産
圏
の
ギ
タ
リ
ス
ト
は
、
ベ
ネ
チ
ア
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
妻
に
セ
レ

ナ
ー
デ
を
捧
げ
た
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
男
性
に
伴
奏
を
頼
ま
れ
、
定
職
の
な
い
ジ
ャ

ズ
好
き
は
、
裕
福
な
友
人
夫
婦
の
仲
直
り
の
た
め
夫
の
引
き
立
て
役
に
さ
れ
、
ま
た
、

あ
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者
は
売
れ
る
た
め
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
整
形
手
術
を
し
ま
す
。
必
死

さ
ゆ
え
の
人
間
の
短
絡
的
行
為
の
滑
稽
さ
を
、
イ
シ
グ
ロ
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
演
出

な
し
に
淡
々
と
描
き
だ
し
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
核
心
は
男
女
間
の
危
機
や
顛
末
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
本
書
は
才
能

と
才
能
が
も
た
ら
す
「
壁
」
を
め
ぐ
る
物
語
集
だ
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
才
能
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と
い
う
残
酷
な
も
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
と
人
を
隔
て
る
。
こ
こ
に
は
「
ア
マ

デ
ウ
ス
と
サ
リ
エ
リ
」
の
永
遠
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
し
、
真
贋
と
成
功
不
成
功
を

分
け
る
皮
肉
な
作
用
が
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
背
景
に
描
き
だ
さ
れ
る

の
は
、
人
と
人
の
動
か
し
が
た
い
世
界
観
の
異
な
り
と
意
思
の
不
通
で
す
。

　

作
中
に
は
、「（
境
遇
の
違
う
）
あ
な
た
（
あ
る
い
は
私
）
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
台
詞
が
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す
。
人
々
の
す
れ
違
い
や
戸
惑
い
の
理
由
が
、

文
化
圏
、
政
治
体
制
、
生
活
階
層
な
ど
の
違
い
に
、
イ
シ
グ
ロ
に
し
て
は
ず
い
ぶ
ん

解
り
や
す
く
置
き
換
え
ら
れ
、literalize

（
テ
ク
ス
ト
が
文
字
通
り
の
こ
と
を
意
味

す
る
）
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
間
の
溝
と
い
う
の
は
、
じ

つ
は
も
っ
と
深
い
ど
こ
か
、
沈
潜
し
た
な
に
か
に
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

　

訳
者
あ
と
が
き
に
は
、
各
国
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
殺
到
し
て
い
る
イ
シ
グ
ロ
は
、

自
作
が
ど
う
翻
訳
さ
れ
る
か
が
気
に
な
り
、
他
言
語
で
通
じ
に
く
い
書
き
方
を
避
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
く
と

い
う
の
は
、
村
上
春
樹
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
作
者
に
よ
る
「
プ
レ
・
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
予
め
の
翻
訳
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
学
症
候
群
」

な
ど
と
も
称
さ
れ
ま
す
が
、
村
上
春
樹
で
わ
か
り
や
す
い
の
は
日
本
独
自
の
「
ラ
ブ

ホ
テ
ル
」
を
そ
う
書
か
ず
、「
恋
人
同
士
が
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
た
め
に
使
用
す
る
ホ
テ

ル
」
と
い
っ
た
、
外
国
語
の
翻
訳
者
や
読
者
に
向
け
た
よ
う
な
、「
訳
註
」
の
よ
う
な

も
の
を
予
め
付
け
て
お
く
書
き
方
で
す
。

　

イ
シ
グ
ロ
作
品
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の「
浮
上
」あ
る
い
は

literalization
（
テ
ク
ス
ト
が

文
字
ど
お
り
の
こ
と
を
意
味

す
る
）
の
傾
向
は
、
最
新
長

編
のT

he Buried G
iant

に

も
続
い
て
見
ら
れ
ま
す
。
本

作
は
、六
、七
世
紀
の
、ア
ー

サ
ー
王
が
ブ
リ
ト
ン
人
と
サ

ク
ソ
ン
人
の
戦
い
を
い
っ
た

ん
終
わ
ら
せ
た
こ
ろ
の
ブ
リ
テ
ン
島
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
。
一
時
的
和
平
の
な
か

で
、
歴
史
健
忘
症
が
広
域
を
覆
い
、
謎
の
「
霧
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
人
々
は
私
的
な
記
憶
も
公
の
歴
史
の
記
憶
も
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
人
公
の
老
夫
婦
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
と
ア
ク
ス
ル
は
、
い
な
く
な
っ
た
息
子
を
探

す
旅
に
出
て
、
騎
士
に
出
会
い
、
悪
鬼
や
こ
び
と
や
ド
ラ
ゴ
ン
と
戦
う
。
山
の
上
に

住
む
雌
龍
の
吐
く
息
が
、
集
団
記
憶
喪
失
の
原
因
だ
と
判
明
し
ま
す
。
じ
つ
は
こ
の

忘
却
の
「
霧
」
の
お
か
げ
で
、
人
々
は
過
去
の
諍
い
と
憎
し
み
を
も
忘
れ
、
平
和
を

保
っ
て
い
た
の
で
す
。
雌
龍
を
倒
し
、
記
憶
を
と
り
も
ど
す
こ
と
、
そ
れ
は
民
族
間

に
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
夫
婦
間
に
も
、
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
老
夫
婦
は
「
思
い
出
す
」
こ
と
を
選
ぶ
。
記
憶
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
を
そ

の
人
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

原
題
の
「
埋
め
ら
れ
た
巨
人
」
と
は
記
憶
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
―
こ
れ
ま
で
イ
シ
グ
ロ
作
品
の
な
か
で
、
個
人
の
経
験
と
し
て
暗
示
的
に

書
か
れ
て
き
た
記
憶
の
主
題
が
、
ひ
と
つ
の
民
族
や
国
と
い
っ
た
単
位
に
お
い
て
一

般
化
さ
れ
、
こ
こ
で
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
明
示
的
に
書
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
深
く
埋
め
ら
れ
た
巨
人
＝
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
行
為
は
、
作
品
の
深
層
テ
ー
マ

の
表
面
化
を
表
象
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
は
、
ま
さ

に
イ
シ
グ
ロ
の
言
う
「
文
化
や
言
語
の
境
界
を
軽
々
と
越
え
て
」
読
者
の
心
に
響
く

international fiction

で
す
。

　

で
は
、
こ
こ
で
冒
頭
に
触
れ
たW

orld Literature

世
界
文
学
と
の
関
係
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
、
ゲ
ー
テ
が
提
唱
し
たD

ie 

W
eltliteratur

の
概
念
を
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

◎ 

ゲ
ー
テ
が
一
九
世
紀
前
葉
に
提
唱
し
た
文
学
の
新
た
な
概
念
。

◎
「
国
民
文
学
」
に
は
も
は
や
さ
し
た
る
意
味
が
な
い
と
確
言
。

◎
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
カ
ー
ラ
イ
ル
は
シ
ラ
ー
の
評
伝
を
書
い
た
が
、
ド
イ
ツ
人
に
は

で
き
な
い
よ
う
な
評
価
を
多
々
し
て
い
る
。
一
方
、
我
々
ド
イ
ツ
人
は
バ
イ
ロ
ン
や

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
と
き
に
イ
ギ
リ
ス
人
よ
り
明
晰
に
理
解
し
、
よ
り
よ
く
評
価
し

う
る
」（
エ
ッ
カ
ー
マ
ン
へ
の
書
簡
）
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◎
「
つ
ま
り
、
私
が
世
界
文
学
と
名
づ
け
て
い
る
も
の
は
、
一
国
民
の
な
か
に
あ
る

様
々
な
意
見
の
相
違
が
、
他
国
の
人
々
の
見
解
や
判
断
に
よ
っ
て
補
整
さ
れ
平
衡
す

る
こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
だ
」（
美
術
学
者
ボ
ワ
ス
レ
ー
へ
の
書
簡
）

　
（
参
照
：『
ゲ
ー
テ
と
読
む
世
界
文
学
』
高
木
昌
史
編
訳
）

◎
「
世
界
文
学
」
と
は
、
異
文
化
・
異
言
語
に
お
け
る
相
互
受
容
（
翻
訳
）
の
な
か

で
形
成
さ
れ
る
有
機
的
な
文
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
味
す
る
。

　

い
わ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ブ
レ
ー
が
い
た
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー

ン
の
作
品
が
生
ま
れ
、
ス
タ
ー
ン
の
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
が
ド
イ

ツ
の
ゲ
ー
テ
に
『
イ
タ
リ
ア
旅
行
』
を
書
か
せ
、
ま
た
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ル
が
刺
激
さ
れ
て
、『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
を
書
く
と
い
う
よ
う
な
文
学
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
ね
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
と
き
と
し
て
他
国
の
、
異
邦
の
者
の

ほ
う
が
よ
り
よ
く
原
作
を
理
解
し
評
し
う
る
、
と
言
っ
て
い
る
点
と
、「
世
界
文
学
は

他
国
の
人
々
の
見
解
や
判
断
に
よ
っ
て
補
整
さ
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
」
と
い
う
点
で

す
。
ド
イ
ツ
語
原
文
の
「
補
整
」
と
い
う
語
は
、
英
語
で
はcom

pensate

に
当
た

る
語
で
す
。

　

現
代
ア
メ
リ
カ
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ム
ロ
ッ
シ
ュ
は
、W

orld Literature

を

ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

◎  W
orld literature is an elliptical refraction of national literatures.

（
世
界

文
学
と
は
諸
国
民
文
学
が
二
重
の
屈
折
を
経
て
楕
円
状
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
）

◎  W
orld literature is w

riting that gains in translation.
（
世
界
文
学
と
は
翻

訳
さ
れ
て
豊
か
に
な
る
著
作
で
あ
る
）

◎  W
orld literature is not a set canon of texts but a m

ode of reading: a 

form
 of detached engagem

ent w
ith w

orlds bey ond our ow
n place and tim

e.

（
世
界
文
学
と
は
カ
ノ
ン
た
る
作
品
一
式
で
は
な
く
、
読
み
の
モ
ー
ド
で
あ
る
。
自
分

た
ち
の
い
る
時
空
を
超
え
た
世
界
と
の
距
離
を
お
い
た
関
わ
り
方
で
あ
る
）

　

一
番
目
の
「
楕
円
状
の
屈
折
」
は
少
し
補
っ
て
訳
し
ま
し
た
。
世
界
文
学
と
は
、

中
心
が
一
つ
の
円
形
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
言
語
圏
の
も
つ
起
点
文
化
と
そ
れ
が

入
っ
て
い
っ
た
先
の
受
入
文
化
で
、
二
重
の
屈
折
を
経
て
、
二
つ
の
焦
点
を
も
つ
、
楕

円
形
と
し
て
表
現
で
き
る
、
と
ダ
ム
ロ
ッ
シ
ュ
は
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
のrefraction

屈
折
と
い
う
概
念
は
、
ゲ
ー

テ
がausgeglichen

補
整
と

表
現
し
た
も
の
と
幾
分
通
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
ま
た
留
意
し
た
い
の

は
、「
翻
訳
を
通
し
て
価
値

が
減
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
豊
か
さ
を
増

す
も
の
こ
そ
が
世
界
文
学
と

み
な
し
う
る
」
と
い
う
点
で

す
ね
。

　

こ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
の
「
他

国
の
人
々
の
ほ
う
が
と
き
と

し
て
作
品
を
よ
く
読
み
う

る
」
と
い
う
提
言
と
も
合
致

し
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
言
語

で
の
読
者
に
対
し
て
、
異
文

化
・
異
言
語
の
翻
訳
を
通
し

た
読
者
は
、
理
解
者
・
鑑
賞
者
と
し
て
い
ち
だ
ん
下
に
あ
る
と
い
う
学
術
界
の
常
識

に
、
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
原
作
に
対
し
て
、
翻
訳
者
と

い
う
名
の
「
遅
れ
て
き
た
読
者
」
は
な
に
を
で
き
る
か
と
い
う
問
い
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
わ
た
し
個
人
的
に
は
、「
翻
訳
は
や
は
り
二
次
創
作
物
」
で
あ
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
本
格
的
な
文
学
研
究
や
文
芸
批
評
に
は
、
原
語
で
読
む
こ
と
は
欠
か

せ
な
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　

さ
て
、
最
後
に
イ
シ
グ
ロ
の
考
え
るinternational fiction

と
は
な
ん
だ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
著
作
を
寡
聞
に
し
て
知
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
彼
の
発
言
を
拾
う
と
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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◎  I w
anted, like them

, to w
rite ‘international’ fiction that could easily 

cross cultural and linguistic boundaries,

（
文
化
や
言
語
の
境
界
を
や
す
や
す
と

越
え
て
い
け
る“international” fiction

を
書
き
た
い
と
思
っ
た 

）

◎  T
he idea of “international” fiction as a new, contextless kind of w

riting, 

by w
riters on the run from

 ethnic stereotyping.

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
は
、民
族
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
逃
亡
せ
ん
と
す
る
作
者
ら
に
よ
っ

て
書
か
れ
る
、
特
定
の
文
脈
に
依
存
し
な
い
新
し
い
類
の
作
品
）

◎  Ishiguro says he goes out of his w
ay to avoid cultural references. T

he 

result: N
o colloquialism

s, w
ord gam

es or esoteric custom
s.

（「
文
化
的
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
」
は
意
識
し
て
避
け
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
結
果
、
独
特
の
口
語
、
言

葉
遊
び
、
限
ら
れ
た
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
隠
語
な
ど
は
使
わ
な
い
）

　

 

参
照
：
ノ
ー
ベ
ル
文
学
受
賞
記
念
講
演
、
お
よ
びPico Iyer

と
の
対
談
（1995

）

　
「
文
化
と
言
語
の
境
界
を
や
す
や
す
と
越
え
て
い
け
る
」「
民
族
的
な
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
か
ら
逃
れ
る
」「
言
語
と
文
化
の
特
異
性
に
頼
っ
た
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
表
現

を
避
け
る
」
と
い
う
点
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
テ
、
ダ
ム
ロ
ッ
シ
ュ
は
「
異
文
化
・
異
言
語
」
の
読
者
に
よ
るcom

pensation

やrefraction

を
経
る
こ
と
で
原
作
が
変
容
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
む
し
ろ
補
整

と
屈
折
を
被
り
う
る
こ
と
、
被
っ
て
な
お
作
品
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
世
界
文
学

で
あ
る
、
と
定
義
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
異
質
な
も
の

同
士
の
衝
突
と
折
り
合
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
シ
グ
ロ
のinternational fiction

は
そ
も
そ
も
衝
突
が
極
力
な
く
て
済

む
プ
レ
ー
ン
な
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
テ
ク
ス
ト
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
文
章
へ
の
取
り
組
み
と
、
彼
の
作
品
テ
ー
マ
の
「
浮
上
」
あ
る
い
はliteralization

は
連
動
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
は
長
年
の
仕
事
を
通
じ
て
、「
翻
訳
で
き
な
い
テ
ク
ス
ト
ほ
ど
翻
訳
さ
れ
る

の
を
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
抱
い
て
き
ま
し
た
。incom

m
esurability

共
約

不
可
能
性
の
低
い
も
の
ほ
ど
、
そ
の
言
語
の
外
部
に
伝
え
る
べ
き
も
の
が
あ
る
、
ま

た
、
翻
訳
と
い
う
異
質
な
も
の
同
士
の
ぶ
つ
か
り
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
不
協
和
音
と

は
限
ら
な
い
、
翻
訳
で
は
言
語
そ
れ
単
独
で
は
出
せ
な
い
妙
な
る
音
が
鳴
る
こ
と
が

あ
る
、
と
。

　

そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
個
人
的
に
は
年
と
と
も
に
翻
訳
文
を

読
む
こ
と
が
つ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
原
文
で
読
ま
な
い
と
頭
に
入
っ
て
こ
な
い

こ
と
が
増
え
て
い
る
、
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
も
あ
る
の
で
す
。
翻
訳
時
に
生
じ
る

差
分
や
摩
擦
が
少
な
い
テ
ク
ス
ト
が
書
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
選
択

肢
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
非
常
に
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
結

論
で
は
な
く
、
問
い
か
け
の
形
で
わ
た
し
の
発
表
を
終
わ
り
、
梅
垣
先
生
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

梅
垣 

昌
子

　

鴻
巣
さ
ん
、
大
変
お
も
し
ろ
い
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
聞
き
惚
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
ほ
う
で
は
、
イ
シ
グ
ロ
を
中
心
に
お
話
を
進
め
ま
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
二
〇
一
八
年
の
現
在
、
六
三
歳
。
二
〇

代
の
と
き
に
小
説
を
書
き
始
め
た
と
い
い
ま
す
の
で
、
四
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
七
つ
の
長
編
と
一
つ
の
短
編
集
が
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
場
の
皆
さ
ま
の
な
か
に
は
、
今
か
ら
三
十
五
年
前
、
イ
シ
グ
ロ
が
二
十
八
歳

の
と
き
に
発
表
し
た
『
遠
い
山
な
み
の
光
』
を
、
そ
の
と
き
す
で
に
お
読
み
に
な
っ

て
、
そ
れ
以
来
全
作
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
追
い
か
け
て
こ
ら
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
方
は
本
当
に
先
見
の
明
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
一

作
め
を
発
表
し
た
段
階
で
は
、
ま
さ
か
四
半
世
紀
あ
と
に
、
ま
っ
た
く
趣
の
違
う
作

品
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
が
世
に
出
て
、
そ
し
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
る
こ
と
に
な
る

な
ん
て
、
誰
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
ま
で
コ
ア
な
フ
ァ
ン
で
な
く
て
も
、
映
画
で
『
日
の
名
残
り
』
を
観
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
日
の
名
残
り
』
は
、
二
十
八
年
前
の
一
九
八
九

年
、
ブ
ッ
カ
ー
賞
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
カ
ー
賞
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
国
籍
の
人
が
英
語
で
書
い
た
長
編
に
与
え
ら
れ
る
、
大
変
名
誉
あ
る
賞
で
す
か
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ら
、
こ
れ
を
三
十
代
半
ば
で

受
賞
し
た
イ
シ
グ
ロ
は
注
目

さ
れ
て
、
そ
の
後
、
作
品
を

発
表
す
る
ご
と
に
欧
米
の
メ

ジ
ャ
ー
な
文
芸
誌
や
新
聞
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、「
ア
ジ
ア
系

の
作
家
が
活
躍
し
て
い
る
」

く
ら
い
の
認
識
が
最
初
で
し

た
。
し
か
し
こ
れ
こ
そ
、
イ

シ
グ
ロ
が
決
し
て
望
ま
な
か
っ
た
見
な
さ
れ
方
な
の
で
す
。
イ
シ
グ
ロ
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、「
私
は
作
家
と
し
て
日
本
に
し
ば
ら
れ
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

日
本
出
身
の
作
家
と
し
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼

の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
『
日
の
名
残
り
』
以
降
、
四
つ
の
長
編
を
執
筆
し
た
イ
シ
グ
ロ
は
現
在
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
作
家
と
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
で
は
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ノ
ヴ
ェ

リ
ス
ト
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
イ
ギ
リ
ス
の
作

家
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
ね
。

　

今
回
、
あ
ら
た
め
て
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
を
年
代
順
に
読
み
直
す
と
、
そ
こ
に
敷
か

れ
て
い
る
し
っ
か
り
と
し
た
、
い
わ
ば
レ
ー
ル
の
存
在
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
イ
シ
グ
ロ
の
世
界
の
全
体
像
に
魅
了
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
な

ん
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
ま
た
身
勝
手
な
こ
と
に
、
自
分
が
最
初
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー

に
、
イ
シ
グ
ロ
の
こ
と
を
ず
っ
と
追
い
か
け
て
き
た
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、「
記
憶
の
塗
り
替
え
」
で
す
。
ま
さ
に
イ
シ
グ
ロ
が
、

作
品
ご
と
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
自
分
の
例
で
言
い
ま
す
と
、
実
は
私
は
、『
日
の
名
残
り
』
の
映

画
が
封
切
ら
れ
た
時
、
観
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
説
の
映
画
化
作
品
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
は
必
須
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
時
こ
の
映
画
を
観
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
分
な
り
に
勝
手
な
言
い
訳
が
あ
り
ま
し
た
。
主
人
公
の
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ス
は
、
映
画
『
ハ
ン
ニ
バ
ル
』
の
レ
ク
タ
ー
博
士
の
猟
奇
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
ら
敬
遠
し
た
ん
だ
、
と
い
う
も
の
で
す
。
で
も
調
べ
て
み
る

と
、『
ハ
ン
ニ
バ
ル
』
の
封
切
り
は
『
日
の
名
残
り
』
よ
り
も
あ
と
で
し
た
。
自
分

で
思
い
込
ん
で
い
た
言
い
訳
が
、
完
全
な
後
づ
け
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
、「
記
憶
の
捻
じ
曲
げ
」
で
す
。
自
分
の
認
識
不
足
を
不
格
好
に
隠
蔽
し

よ
う
と
す
る
果
て
の
、
記
憶
の
捏
造
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
も
イ
シ
グ
ロ
の
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
シ
グ
ロ
作
品
の
根
幹
に
あ
る
テ
ー
マ
は
き
わ
め
て
日
常
的
で
す
。

そ
れ
が
世
界
性
と
ど
の
よ
う
に
接
続
し
て
い
る
の
か
。
日
常
性
と
世
界
性
の
橋
渡
し

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
文
学
特
有
の
装
置
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
今
日
は
そ
こ

に
、
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
出
版
業
界
に
イ
シ
グ

ロ
旋
風
が
巻
き
起
こ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
と
い
う
帯
を
つ
け
た
本
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
は
今
年
（
二
〇
一
九
）
の
十
月
五
日
に
発

表
さ
れ
、「
ユ
リ
イ
カ
」
の
十
二
月
号
は
「
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
世
界
」
と
い
う
特

集
を
組
み
ま
し
た
。
さ
き
ほ
ど
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
特
集
号
の
中
で
、
英
文
学
者
の
遠
藤
不
比
人
氏
は
こ
の
よ
う
に

記
述
し
て
い
ま
す
。

　
「
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
に
関
す
る
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
は
、
有
体
に
い
っ
て
、
醜
い
の
一
言
に
尽
き
る
。」「
あ
く
ま
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞
が
契
機
と
な
っ
て
、『
日
本
ス
ゴ
イ
』
伝
説
が
煽
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
イ
シ
グ
ロ

と
い
う
作
家
に
と
っ
て
の
『
日
本
』
と
い
う
問
題
が
、
文
学
の
そ
れ
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
気
配
が
皆
無
で
あ
る
か
ら
だ
。」「
日
本
と
い
う
主
題
を
ま
ず
は
文
学
の
領
域

に
奪
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
英
文
学
者
の
中
井
亜
佐
子
氏
は
、
文
学
賞
の
有
力
候
補
と
し
て
毎

年
名
前
の
あ
が
る
、
ケ
ニ
ア
の
グ
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ
や
、
二
〇
〇
三
年
に
受
賞
し

た
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
出
身
の
ク
ッ
ツ
ェ
ー
の
立
ち
位
置
に
触
れ
な
が
ら
、「
ク
ッ

ツ
ェ
ー
も
イ
シ
グ
ロ
も
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
リ
ア
リ
ズ
ム
、
普
遍
と
特
殊
の
間
を
常
に

130



講　演

自
覚
的
に
往
来
し
な
が
ら
、
現
実
世
界
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
「
お
ぼ
ろ
な
感
覚
」

を
維
持
し
続
け
て
き
た
作
家
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
あ
え
て
、

初
期
の
作
品
『
遠
い
山
な
み
の
光
』
を
、
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
と
し
て
、
日
本
人
女
性

の
物
語
と
し
て
読
む
と
い
う
「
誤
読
」
を
犯
そ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

　

い
ま
か
ら
お
話
し
す
る
「
イ
シ
グ
ロ
の
語
り
」
と
い
う
文
脈
に
そ
っ
て
言
い
か
え

る
と
、
お
そ
ら
く
、「
イ
シ
グ
ロ
作
品
は
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
違
っ
た
次
元
で
理
解
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
あ
え
て
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
と
し
て
読
ん
で
み
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
「
誤
読
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
伊
藤
盡
氏
は
、
英
文
学
と
北
欧
神
話
学
の
立
場
か
ら
、
こ
ん
な
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
イ
シ
グ
ロ
の
最
新
作
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
に
つ
い

て
、
作
家
の
角
田
光
代
氏
が
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
設
定
や
展
開
に
戸
惑
う
」
と
評

し
て
い
る
の
を
取
り
上
げ
て
、「『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
先
入
観

や
偏
見
が
、『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
』
と
い
う
日
本
語
表
現
に
含
意
さ
れ
て
い
る
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
英
語
で
は
、
形
容
詞
に
す
る
と
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
に

な
り
ま
す
か
ら
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
」
は
日
本
語
表
現
と
い
う
わ
け
で
す
。
伊
藤

氏
は
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
移
住
し
た
中
世
初
期
の
状
況
や
、
ア
ー

サ
ー
王
に
ま
つ
わ
る
書
物
に
触
れ
、
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
が
「
強
固
な
文
献
学
的
な
地

盤
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
の
時
代

設
定
を
紀
元
四
九
〇
年
か
ら
六
世
紀
前
半
ま
で
、
と
い
う
ふ
う
に
特
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
着
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
巨
人
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
イ
シ
グ
ロ
は
、

一
四
世
紀
の
詩
、『
ガ
ウ
ェ
イ
ン
卿
と
緑
の
騎
士
』
を
愛
読
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ア

メ
リ
カ
に
拠
点
を
置
く
ウ
ェ
ブ
・
マ
ガ
ジ
ン
で
そ
う
話
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

さ
い
、
当
時
の
中
西
部
方
言
の
英
語
で
書
か
れ
た
「
エ
テ
ィ
ン
」、
す
な
わ
ち
「
巨

人
」
の
こ
と
を
、
現
代
英
語
の
「
オ
ー
ガ
」（“orgre”

）
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
「
オ
ー
ガ
」
は
、
日
本
語
訳
の
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
で
は
「
鬼
」
と
い
う
言

葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
二
〇
一
五
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

の
、
い
う
な
ら
ば
「
オ
ー
ガ
論
争
」
で
す
。
こ
れ
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
す
。

　

毎
年
五
月
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
開
か
れ
る
ヘ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
文
学
祭

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
へ
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
を
出
し
た
ば
か
り
の
イ
シ
グ
ロ

が
登
場
し
ま
し
た
。
会
場
は
イ
シ
グ
ロ
の
フ
ァ
ン
で
満
席
で
す
。
会
場
か
ら
は
、
開

口
一
番
、
ま
ず
こ
ん
な
質
問
が
出
た
の
で
す
。「
イ
シ
グ
ロ
さ
ん
、
今
回
は
、
ど
う
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
。
路
線
が
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。『
日
の
名
残
り
』
や
『
わ

た
し
を
離
さ
な
い
で
』
が
好
き
だ
っ
た
の
に
、
今
回
は
読
む
気
が
し
な
い
。」
冗
談
ま

じ
り
の
異
議
申
し
立
て
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
も
、「
オ
ー
ガ
が
出
て
く
る
の

は
、
さ
す
が
に
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
『
ダ
ン
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ド

ラ
ゴ
ン
』
の
映
画
に
影
響
さ
れ
た
と
か
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
に
は
ま
っ

て
い
た
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
ね
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
皮
肉
を
言
い

ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
イ
シ
グ
ロ
の
新
作
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ジ
ャ
ン
ル
に
位
置

づ
け
、
な
お
か
つ
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
「
子
供
用
」
あ
る
い
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
発
言
で
す
。
イ
シ
グ
ロ
の
正
統

的
な
フ
ァ
ン
た
ち
が
、「
い
き
な
り
子
供
む
け
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
転
向
し
て
、
わ
れ

わ
れ
を
裏
切
り
ま
し
た
ね
」
と
冗
談
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
シ
グ
ロ
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

　
「
そ
う
い
う
反
応
を
受
け
て
驚
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
今
度
の
小
説
の
設
定
を

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
ま
わ
り
を
見
回
し
て
い
た
ら
、
す
み
の
ほ
う
に
オ
ー
ガ
が

い
た
。
そ
れ
だ
け
で
す
。
い
け
ま
せ
ん
か
？　

オ
ー
ガ
は
、
想
像
上
の
生
き
物
、
作

品
の
大
切
な
エ
キ
ス
ト
ラ
で
す
。
い
い
味
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
さ
ん

ざ
ん
に
い
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
私
は
私
の
オ
ー
ガ
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。」

　

イ
シ
グ
ロ
の
「
オ
ー
ガ
愛
」
が
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
フ
ァ
ン
か
ら
の
温
か
い

抗
議
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
、
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
イ
シ
グ
ロ
が
「
ジ
ャ
ン
ル
」
と
い
う
も
の
に
こ
だ

わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
ジ
ャ
ン
ル

の
「
壁
」
で
仕
切
ら
れ
な
い
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
は
実
際
、
同
じ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
想
像
力
」
に
縛
り
を
か
け
る
の
は
反
対
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
の

こ
と
を
話
し
て
も
い
ま
す
。
想
像
力
を
ジ
ャ
ン
ル
で
縛
っ
て
ほ
し
く
な
い
、
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
れ
、
近
未
来
Ｓ
Ｆ
で
あ
れ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で

あ
れ
、
想
像
力
の
産
物
を
表
現
す
る
経
路
と
し
て
ベ
ス
ト
な
か
た
ち
を
、
イ
シ
グ
ロ

は
作
品
ご
と
に
選
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
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イ
シ
グ
ロ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、「
出
る
ご
と
に
違
う
」「
ジ
ャ
ン
ル
や
舞
台
設
定

が
変
わ
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
村
上
春
樹
は
エ
ッ
セ
イ
（『
雑
文

集
』）
の
中
で
、「
一
冊
一
冊
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
な
り
た
ち
か
た
を
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
方
向
を
向
い
て
い
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
イ
シ
グ
ロ
作
品
は
、
一
貫
し
て
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
も
聞
か
れ
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
、「
記
憶
」
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
シ
グ
ロ
作
品
全
体
に
し
っ
か
り
と
敷
か
れ
て
い
る
「
レ
ー
ル
」
と

い
う
こ
と
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
日
常
性
と
世
界
性
の
か
け
は
し
と
な

る
文
学
的
な
装
置
」
と
い
う
こ
と
も
、
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
く
る
の
が
、

作
品
の
「
語
り
」
な
い
し
は
「
語
り
手
」
で
す
。

　

作
品
の
語
り
と
い
う
視
点
か
ら
、
イ
シ
グ
ロ
の
長
編
七
作
品
、
短
編
を
加
え
る
と

八
冊
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
れ
ば
彼
の
作
品
群
は
、
補
助
線
を
引
く
と
一
本
に

つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
流
れ
が
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
に
結
実
し
て
い
る
。
つ

ま
り
は
、
イ
シ
グ
ロ
の
す
べ
て
は
、『
巨
人
』
に
流
れ
込
む
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
「
ユ
リ
イ
カ
」
の
話
で
紹
介
し
た
遠
藤
氏
は
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し

て
い
ま
す
。『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
は
、「
主
題
の
表
層
的
な
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
の
実
存
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
問
題
を
テ
ク
ス
ト
化
し
た
初
期
の
二
作
（
つ
ま
り
、

『
遠
い
山
な
み
の
光
』
と
『
浮
世
の
画
家
』）
に
回
帰
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い

う
の
で
す
。
で
も
こ
れ
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
同
じ
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
当
初
か
ら
ず
っ
と
イ
シ
グ
ロ
作
品
の
土
台
に
は
あ
る
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て

い
て
、
そ
し
て
い
ま
そ
の
レ
ー
ル
の
上
を
進
ん
だ
結
果
、『
巨
人
』
に
た
ど
り
着
い

た
。
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

で
す
か
ら
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
群
の
読
解
は
、
た
と
え
て
い
え
ば
風
光
明
媚
な
土
地

を
ゆ
く
、
単
線
の
列
車
の
旅
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
乗
り
換
え
は
な
し

で
す
。
周
囲
の
風
景
は
か
わ
る
。
レ
ー
ル
は
す
な
わ
ち
語
り
で
す
。
作
品
群
の
一
貫

し
た
軌
道
、
あ
る
い
は
底
流
。『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』（The Buried G

iant, 2015

）
に

い
た
る
す
べ
て
の
作
品
は
、
一
人
称
の
語
り
手
で
す
。
登
場
人
物
の
ひ
と
り
、
物
語

世
界
の
住
人
の
ひ
と
り
が
語
り
手
と
な
り
、「
わ
た
し
は
…
…
」
と
い
う
形
で
話
が

進
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
で
は
じ
め
て
、
三
人
称
の
語
り
が
導

入
さ
れ
る
。
で
も
大
変
面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
小
説
に
は
、
三
か
所
、
一
人
称
の
語

り
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
「
埋
め
込
ま
れ
て
」
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨

人
』
の
英
語
タ
イ
ト
ル
で
は
、「
巨
人
」
の
前
に
、「
ベ
リ
ー
ド
」
つ
ま
り
「
埋
め
ら

れ
た
」
と
い
う
形
容
詞
が
つ
い
て
い
ま
す
。
埋
め
込
ま
れ
た
一
人
称
の
語
り
の
三
か

所
め
は
、
小
説
の
最
終
章
で
す
。
こ
れ
は
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
の
、
ど
の
よ
う
な
前

触
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
シ
グ
ロ
作
品
で
は
、
語
ら
れ
る
内
容
や
テ
ー
マ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
語
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

が
、
小
説
の
真
髄
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、「
語
ら
れ
る
内
容
」
に
つ
い
て
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
の
理
由
が
、
こ
の
よ
う
に
簡
潔
に
、
し
か
も
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。“K

azuo Ishiguro, w
ho in novels of great em

otional force, has uncovered 

the abyss beneath our illusory sense of connection w
ith the w

orld.”

　

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
〈
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
世
界
と
つ
な
が
り
た
い
と
思
い
、
ま

た
つ
な
が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
そ
れ
は
幻
想
で
あ
る
。
そ
の

幻
想
は
、
い
わ
ば
薄
い
膜
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
な
に
か
の
き
っ
か
け
で
そ

れ
が
破
れ
る
と
、
そ
の
下
に
は
、
ぱ
っ
く
り
と
深
い
、
深
い
暗
闇
が
口
を
あ
け
て
い

る
。
イ
シ
グ
ロ
の
小
説
を
読
む
と
、
読
者
は
そ
の
深
い
闇
を
の
ぞ
き
込
む
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
感
情
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
イ
シ
グ
ロ

の
小
説
で
あ
り
、
彼
の
受
賞
の
理
由
で
す
〉

　

か
な
り
言
葉
を
足
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
主
旨
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
リ
リ
ー
ス
は
、
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
す
べ
て
に
通

底
す
る
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
捉
え
て
い
ま
す
。
手
元
の
ス
マ
ホ
で
瞬
時
に
世
界
の

情
報
と
コ
ネ
ク
ト
で
き
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
幻
想
が

崩
れ
去
る
と
、
そ
こ
に
は
恐
ろ
し
く
深
い
海
溝
（“abyss”

）
の
よ
う
な
落
と
し
穴
が

現
れ
て
、
そ
れ
は
も
う
耐
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
怖
い
。
極
め
て
現
代
的
な
意
義
を
も

つ
内
容
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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で
は
、
イ
シ
グ
ロ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
普
段
は
フ
タ
が
さ
れ
て
い
る
深
い
暗
闇
、

こ
の
暗
い
穴
の
な
か
を
、
読
者
に
の
ぞ
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
可
能
に
す

る
イ
シ
グ
ロ
の
語
り
の
方
法
を
、
三
つ
の
観
点
か
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
詩
学
と
も
い
う
べ
き
語
り
の
方
法
は
、
そ
の
特
徴

を
あ
え
て
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
れ
ば
、
こ
の
三
類
型
に
集
約
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
三
つ
の
柱
を
、
仮
に
こ
う
名
づ
け
て
み
ま
し
た
。

　
「
あ
ち
こ
ち
、
ち
ぐ
は
ぐ
、
ぐ
る
り
と
た
び
の
物
語
。」

　

お
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、
覚
え
や
す
い
よ
う
に
、
し
り
と
り
風
の
ア
レ
ン
ジ

に
し
て
み
ま
し
た
。
し
り
と
り
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
三
つ
め
の
項
目
の
命
名
が
少

し
強
引
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
ぐ
る
り
」
と
い
う
の
は
身
の
回
り
、
つ
ま
り

日
常
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
梨
木
香
歩
さ
ん
の
本
に
、「
ぐ
る

り
の
こ
と
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
、「
ぐ
る
り
」
で
す
。
こ
こ
で
あ
え

て
「
ぐ
る
り
と
た
び
の
物
語
」
と
言
っ
て
み
た
の
は
、
イ
シ
グ
ロ
作
品
の
な
か
で
も
、

旅
に
出
る
と
き
、
日
常
性
、
あ
る
い
は
身
の
回
り
の
事
情
に
別
れ
を
告
げ
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
携
帯
し
た
状
態
で
空
間
的
に
移
動
を
行
う
、
い
わ
ば
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー
の
形
式
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
イ
シ
グ
ロ
作
品
は
、
最
後
の
長
編
以
外
は

す
べ
て
、
一
人
称
の
語
り
で
す
。「
あ
ち
こ
ち
、
ち
ぐ
は
ぐ
、
ぐ
る
り
と
た
び
の
物

語
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
手
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
や
テ
ー
マ
の
も
と
に
、

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
順
番
に
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、「
あ
ち
こ
ち
語
り
」。
イ
シ
グ
ロ
作
品
の
魅
力
的
な
特
徴
で
す
。
一
人
称

の
語
り
手
に
よ
っ
て
、
話
が
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
、
つ
ま
り
は
時
間
の
順
序
が
壊
れ
ま

す
。
時
の
流
れ
の
操
作
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
記
憶
が
塗
り
変
え

ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
幼
少
時
代
の
記
憶
。
大
人
に
な
っ
て
、
も
う
「
ど
こ
に
も
な

い
場
所
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
幼
少
時
代
は
、
理
想
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
作
り
か
え

ら
れ
ま
す
。
実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
で
も
、
記
憶
の
中
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
す

り
か
わ
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
理
想
の
世
界
が
、
大
人
の
語
り
手
が
生
き
る
「
現

在
」
と
、
地
続
き
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
一
作
目
の
『
遠
い
山
な
み
の
光
』。
英
国
に
住
む
語
り
手
の
悦
子
は
、
日

本
で
暮
ら
し
て
い
た
時
代
に
知
り
合
い
だ
っ
た
真
理
子
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
日
本
で
は
、
女
は
だ
め
。
日
本
に
い
た
ん
じ
ゃ
将
来
の
希
望
な
ん
か
な
い
じ
ゃ
な

い
？
」
そ
し
て
こ
う
語
り
ま
す
。「
こ
う
い
う
記
憶
も
い
ず
れ
は
あ
い
ま
い
に
な
っ

て
、
い
ま
思
い
出
せ
る
こ
と
は
事
実
と
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
時
が
く
る

か
も
し
れ
な
い
。」
こ
の
場
合
、
語
り
手
は
、
操
作
に
自
覚
的
で
す
。
わ
か
っ
て
い
て

記
憶
を
作
り
直
す
の
で
す
ね
。
現
在
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
、
い
わ
ば
自
己
防
衛

の
ふ
る
ま
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
過
去
は
、
今
と
は
無
関
係
の
過

ぎ
去
っ
た
出
来
事
の
集
ま
り
な
ん
か
で
は
な
く
て
、
あ
る
意
味
で
は
現
在
の
一
部
と

言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、「
ち
ぐ
は
ぐ
語
り
」。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
き

違
い
や
会
話
の
擦
れ
違
い
。
こ
の
積
み
重
ね
で
、
人
は
私
を
ど
う
見
て
い
る
と
い
う

像
と
、
私
は
自
分
を
ど
う
見
て
い
る
と
い
う
像
に
、
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
イ
シ
グ
ロ
は
一
人
称
で
物
語
を
書
い
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な

一
人
称
の
語
り
で
は
、
直
接
話
法
、
つ
ま
り
か
ぎ
括
弧
で
括
ら
れ
た
部
分
と
、
語
り

手
の
思
い
を
吐
露
し
た
地
の
文
の
両
方
を
、
読
者
は
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
シ

グ
ロ
作
品
で
は
と
り
わ
け
、
そ
の
「
ち
ぐ
は
ぐ
」
が
浮
き
立
っ
て
見
え
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
語
り
手
の
内
面
と
、
語
り
手
に
む
け
ら
れ
た
発
話
が
噛

み
合
わ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
が
起
き
て
い
る
。
語
り
手
の
自
己
イ
メ
ー

ジ
と
、
他
者
が
語
り
手
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
ず
れ
。
そ
の
は
ざ
ま
で
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
も
、
語
り
手
は
そ
の
崩
壊
を
隠

蔽
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
二
作
目
の
『
浮
世
の
画
家
』（An Artist of the Floating W

orld, 1986

）

の
語
り
手
、
小
野
益
次
は
、
戦
時
中
の
、
愛
国
主
義
を
礼
賛
す
る
か
の
よ
う
な
自
ら

の
作
風
に
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
持
ち
、
娘
の
縁
談
が
進
ま
な
い
の
を
気
に
病
ん
で
い

ま
す
。「
お
父
さ
ま
の
過
去
を
非
難
し
た
が
っ
て
い
る
人
な
ん
て
い
な
い
」
と
い
う
娘

に
つ
い
て
、
彼
女
が
「
主
張
し
た
こ
と
の
多
く
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
は
、

ま
っ
た
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
」
と
繰
り
返
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
シ
グ
ロ
で
は
一
人
称
の
語
り
手
は
、「
あ
ち
こ
ち
」
し
た
り
、「
ち

133



ぐ
は
ぐ
」
し
た
り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
物
語
を
読
み
進
め
る
に
し
た
が
っ
て
、
読

者
は
次
第
に
、「
信
用
で
き
る
の
か
な
、
こ
の
人
は
」
と
気
づ
き
始
め
る
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
イ
シ
グ
ロ
の
特
徴
的
な
一
人
称
の
語
り

手
、
す
な
わ
ち
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
で
す
。
作
者
は
「
あ
ち
こ
ち
」
語
り
と

「
ち
ぐ
は
ぐ
」
語
り
を
絶
妙
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
き
に
は
自
覚
的

に
、
と
き
に
は
ま
だ
直
視
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、
過
去
の
心
の
傷
に

無
意
識
的
に
フ
タ
を
す
る
語
り
手
の
姿
を
、
読
者
の
前
に
あ
ら
わ
に
し
ま
す
。
こ
こ

に
、
一
種
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
長
編
第
五
作
め
、『
わ
た
し
た
ち
が
孤
児
だ
っ
た
こ
ろ
』（W

hen W
e 

W
ere O

rphans, 2000

）
の
語
り
手
は
、
探
偵
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
バ
ン
ク
ス
で
す

が
、
彼
は
、
そ
の
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
た
舞
台
の
う
え
で
、
き
り
き
り
舞
い
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
同
じ
く
登
場
人
物
の
一
人
が
語
り
手
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
第
六

作
め
の
『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』（N

ever Let M
e G

o, 2005

）
で
す
が
、
こ
れ
も

面
白
い
語
り
手
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
、
語
り
手
が
ク
ロ
ー
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
読
み
は
じ
め
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
語
り
手
が
フ
タ

を
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、

フ
タ
の
下
に
押
し
込
め
て
い
た
こ
と
が
現
れ
る
。
よ
く
読
ん
で
み
れ
ば
語
り
手
は
、

物
語
の
世
界
の
中
の
人
に
向
か
っ
て
話
し
て
い
て
、
読
者
は
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
と

い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
イ
シ
グ
ロ
は
、
複
雑
な
語
り
の
構
造

を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、「
ぐ
る
り
と
た
び
の
物
語
」
と
し
て
『
日
の
名
残
り
』（The 

Rem
ains of the D

ay, 1989

）
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
ご
説
明
し
ま

す
と
、
章
立
て
は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
一
九

五
六
年
七
月
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ホ
ー
ル
に
て
」、
そ
し
て
「
一
日
目
、
夜
、
ソ
ー

ル
ズ
ベ
リ
ー
に
て
」「
二
日
目
、
朝
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
に
て
」「
二
日
目
、
午
後
、

ド
ー
セ
ッ
ト
州
モ
ー
テ
ィ
マ
ー
ズ
・
ポ
ン
ド
に
て
」。
と
い
う
具
合
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
三
日
目
、
四
日
目
、
六
日
目
と
続
き
ま
す
。
六
日
間
の
旅
の

行
程
で
す
が
、
普
通
の
旅
行
記
と
は
少
し
違
い
ま
す
。
こ
の
日
、
こ
の
場
所
で
何
を

見
た
の
か
、
何
を
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
主
眼
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
日
、
こ

の
場
所
で
何
を
思
い
出
し
て
い
た
か
、
何
を
考
え
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
綴
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
執
事
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
の
胸
の
中
に
日
常
的
に
渦
巻
く
思
い
を
、

時
空
間
を
移
動
し
な
が
ら
、
書
き
連
ね
て
い
る
か
た
ち
で
す
。
回
想
の
流
れ
は
、
時

間
を
自
由
に
変
形
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
記
憶
の
底
に
封
印
し
た
出
来
事
に
触
れ
そ
う

に
な
る
と
、
す
っ
と
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
移
る
。
そ
ん
な
具
合
な
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
プ
ロ
ロ
ー
グ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
に
独
特
の
時
間
が
流
れ

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
語
り
の
現
在
は
一
九
五
六
年
七
月
の
あ
る
日
な
の
で
す

が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
思
い
は
異
な
り
ま
す
。
二
世
紀
に
わ
た
り
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
が

屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
一
番
古
い
出
来
事
と
し
て
、
時
系
列
に
並
べ
る
と
、

一
九
三
六
年
、
一
九
四
九
年
、
一
九
五
五
年
、
一
九
五
六
年
に
起
こ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
間
を
行
き
交
う
の
で
す
。
ミ
ス
・
ケ
ン
ト
ン
が
屋
敷
を
去
り
、
最
後
の
手
紙
が

来
る
。
そ
の
六
年
後
、
新
し
い
主
人
フ
ァ
ラ
デ
ー
が
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
に
や
っ
て
く
る
。

「
些
細
な
」
ミ
ス
が
増
え
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
ミ
ス
・
ケ
ン
ト
ン
か

ら
手
紙
を
受
け
取
る
。
し
か
し
実
際
に
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
と
き
は
、

時
系
列
を
あ
ち
こ
ち
ラ
ン
ダ
ム
に
移
動
す
る
よ
う
な
形
で
、
詳
細
が
紐
解
か
れ
て
い

き
ま
す
。
次
第
に
読
者
は
、
こ
の
解
体
さ
れ
た
時
系
列
の
モ
ザ
イ
ク
の
隙
間
に
、
あ

る
事
柄
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
の
で
す
。

　

ミ
ス
・
ケ
ン
ト
ン
が
屋
敷
に
戻
り
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ス
の
思
い
込
み
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
こ
こ
数
か
月
の
ミ
ス
は
人
員
不
足
の
せ
い
で

は
な
く
、
執
事
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
の
老
い
の
影
響
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
湧

い
て
き
ま
す
。
ミ
ス
・
ケ
ン
ト
ン
か
ら
の
手
紙
を
自
分
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
釈

す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
が
、
語
り
の
な
か
で
隠
蔽
し
て
い
る
の
は
、
ミ
ス
・
ケ
ン
ト

ン
へ
の
思
い
を
職
業
意
識
に
す
り
か
え
、
彼
女
と
向
き
合
わ
な
か
っ
た
過
去
に
対
す

る
後
悔
で
し
ょ
う
。
ま
た
彼
女
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
、

思
い
切
っ
て
旅
に
出
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
老
い
に
お
そ
ら
く
幾
分
か
は
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
仕
事
の
停
滞
を
、
全
く
別
の
理
由
に
す
り
か
え
て
い
る
の
で
す
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
の
語
り
は
、
フ
タ
を
し
て
い
る
こ
と
に
近
づ
い
て
、
そ
こ
に
踏

み
込
む
か
と
思
う
と
す
ぐ
離
れ
る
。
核
心
に
近
づ
く
か
と
思
っ
た
ら
脇
道
に
そ
れ
る
。

そ
ん
な
具
合
で
す
。
た
と
え
ば
あ
る
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
の
考
え
を
推
し
進
め
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講　演

た
結
果
、
心
の
痛
み
に
触
れ
そ
う
に
な
る
と
、
唐
突
に
銀
器
の
磨
き
方
の
話
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
日
常
的
で
安
全
な
話
題
の
ほ
う
に
逸
ら
す
の
で
す
。

　

読
者
は
、
時
系
列
を
あ
ち
こ
ち
移
動
し
、
原
因
と
結
果
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
の
語
り
を
通
し
て
、
そ
の
背
後
に
見
え
て
く
る
事
の
真
相
を
推
理
す
る
と
同

時
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
が
そ
の
よ
う
な
語
り
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
、
す
な
わ

ち
、
彼
が
抱
え
る
心
の
問
題
自
体
を
読
み
取
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
う
し
て
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
の
思
索
の
旅
は
、
重
層
的
な
物
語
へ
と
深
み
を
増
し
て
い
く
の
で
す
。

　
『
日
の
名
残
り
』
を
発
表
し
た
と
き
、
イ
シ
グ
ロ
は
三
十
代
の
半
ば
で
し
た
が
、
彼

は
の
ち
に
こ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
が
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
作

品
は
、
自
分
に
対
す
る
警
告
で
も
あ
り
ま
し
た
」。
ま
た
「
自
分
が
誇
り
に
思
っ
て

い
た
こ
と
を
、
私
は
恥
ず
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
も
言
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
戦
争
や
技

術
革
新
の
波
が
押
し
寄
せ
、

過
去
の
自
分
が
持
っ
て
い
た

座
標
軸
が
揺
ら
い
で
い
く
。

『
日
の
名
残
り
』
は
、
そ
の

座
標
軸
の
揺
ら
ぎ
と
老
い
の

感
覚
に
気
づ
き
始
め
た
主
人

公
を
描
い
た
、
と
い
う
ふ
う

に
、
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
シ
グ
ロ
は
ま
た
言
い
ま

す
。「
正
し
い
道
徳
観
を
あ

る
時
点
で
持
っ
て
い
れ
ば
人

生
安
泰
だ
と
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
誇
れ
る
、
そ
れ
が
座

標
軸
に
な
る
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
が『
日
の
名
残
り
』

の
背
景
に
あ
る
。
こ
こ
で
描

い
た
の
は
、
座
標
軸
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
人
の
悲
劇
だ
」

　

で
も
私
は
、
こ
の
執
事
を
決
し
て
嫌
い
に
な
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
む
し
ろ
愛
お
し

さ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
感
情
が
わ
い
て
く
る
。
こ
の
執
事
の
「
あ
ち
こ
ち
」
や
、

「
ち
ぐ
は
ぐ
」
に
つ
き
あ
っ
た
読
者
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
人
間
の
弱
さ
、
妙

な
と
こ
ろ
で
光
る
彼
の
ユ
ー
モ
ア
の
と
り
こ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
『
日
の
名
残
り
』
の
日
常
性
は
、
記
憶
の
塗
り
替
え
や
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
隠
蔽

と
い
う
点
で
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
作
品
が
「
社
会

に
お
け
る
記
憶
の
役
割
」
を
描
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
国
家
は
何
を
隠
蔽
し
、
い
つ

ま
で
隠
蔽
し
、
そ
れ
を
ど
こ
で
思
い
出
す
の
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
結
び
つ
い
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
に
も
「
あ
ち
こ

ち
」「
ち
ぐ
は
ぐ
」「
ぐ
る
り
と
旅
」
の
要
素
は
見
て
取
れ
ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
、

「
記
憶
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
「
忘
却
」
が
加
わ
る
。
イ
シ
グ
ロ
は
「
ア
ム
ニ
ー
ジ
ア
」

（“am
nesia”

）
す
な
わ
ち
「
記
憶
の
喪
失
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

三
人
称
の
語
り
に
一
人
称
の
語
り
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
の
作
品
の
語

り
に
つ
い
て
、
私
が
興
味
を
ひ
か
れ
た
こ
と
は
、
最
終
章
に
く
る
一
人
称
の
語
り
手

が
、
ま
っ
た
く
の
脇
役
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
物
語
の
脇
役
が
、
最
後
に
一
人
称
に

な
っ
て
語
り
出
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
独
特
の
余
韻

は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
カ
ズ

オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
今
後
の
旅
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
シ
グ
ロ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
分
は
「
技
術
革
新
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
人
間
が
ど
う
な
る
か
、
と
く
に
遺
伝
子
の
関
係

が
気
に
な
る
。
ス
ー
パ
ー
ベ
ビ
ー
が
出
て
き
た
ら
人
間
は
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
文
学
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
な
ふ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。「
文
学
の
重
要
な
役
割
は
、
人
間
の
経
験
や
感
情
に
光
を
当
て
、

さ
ら
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
知
識
の
使
い
方
を
考
え
る
筋
道
を
示
す
こ
と
で
す
。
私

に
と
っ
て
文
学
と
は
、
人
間
の
感
情
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
、
人
間
が
つ
く
り
だ

し
た
壁
を
越
え
て
感
情
を
分
か
ち
合
う
こ
と
な
の
で
す
」
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ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
が
、
こ
の
あ
と
ど
の
よ

う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
、
と
て
も
興
味
が
ひ
か
れ
ま
す
。「
新
た
に
発
見
さ
れ
た
知

識
の
使
い
方
を
考
え
る
筋
道
」
は
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
語
り
の
か
た
ち
を
生
み
出

す
の
か
。『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
の
最
後
に
姿
を
現
し
た
一
人
称
の
語
り
手
が
、
な
ん

ら
か
の
姿
で
次
世
代
の
物
語
を
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
感
も
あ
り
ま

す
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
次
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水 
良
典

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
清
水
良
典
と
申
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
読
ん
で

い
な
か
っ
た
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
を
、
年
末
年
始
に
か
け
て
全
作
品
を
一
応
読
み
ま

し
た
。
こ
ん
な
に
一
生
懸
命
、
一
人
の
作
家
の
全
作
品
を
読
ん
だ
と
い
う
の
は
村
上

春
樹
以
来
の
こ
と
で
、
お
か
げ
で
頭
の
中
は
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
だ
ら
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
村
上
春
樹
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
今
日
は
、
村
上
春
樹
に
つ
い
て
し
ゃ
べ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
頭
の
中

身
を
入
れ
な
お
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
二
〇
〇
六
年
に
『
村
上
春
樹
は
く
せ
に
な
る
』
と
い
う
本
を
書
い
て
か
ら
（
現

在
は
朝
日
文
庫
『
増
補
版　

村
上
春
樹
は
く
せ
に
な
る
』）、
な
ん
と
な
く
村
上
春
樹

の
こ
と
だ
っ
た
ら
清
水
に
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
て
、
そ
の
仕
事
の
一
つ
に
、
村
上
春
樹
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
と

き
の
準
備
原
稿
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。「
受
賞
の
暁
に
載
せ
る
か
ら
書
い
て
く

れ
」
と
言
わ
れ
て
、
引
き
受
け
て
何
紙
か
書
く
は
め
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
毎
年

ち
ょ
っ
と
書
き
換
え
る
の
で
す
。「
若
者
の
旗
手
だ
っ
た
村
上
春
樹
も
と
う
と
う
六
十

歳
に
な
っ
た
」
と
か
、「
い
ま
で
は
六
十
七
歳
に
な
っ
た
」
と
か
、
書
き
換
え
な
い
と

い
け
な
い
。
あ
る
い
は
、
新
し
い
長
編
が
出
れ
ば
、
そ
の
作
品
を
中
に
入
れ
て
書
き

換
え
る
。
そ
れ
を
毎
年
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
原
稿
は
い
ま
だ
に

日
の
目
を
見
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
村
上
春
樹
は
、
い
つ
頃
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
二
〇
〇
六
年
に
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
と
い
う
チ
ェ
コ

の
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
賞
な
の
で
す
が
、
彼
が
受
賞
し
た
と
き
に
、
世
界
中
に
一
種
の
激
震
が
走
り
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
そ
の
賞
の
前
の
受
賞
者
が
、
二
人
か
三
人
続
け
て
、
直
後
に
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
「
次
は
村
上
春
樹
か
も
」
と
い

う
こ
と
で
色
め
き
立
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
ん
な
ノ
ー
ベ
ル
賞
騒
ぎ
の
中
、
今
回
は
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
が
受
賞
し
ま
し
た
。

長
崎
生
ま
れ
で
あ
る
彼
が
受
賞
し
た
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
ガ
ス
抜
き
が
で
き
た
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
へ
の
期
待
の
圧
力
か
ら
、
こ
れ
で
村
上
春
樹
さ

ん
は
い
く
ら
か
逃
れ
ら
れ
、
自
由
に
な
る
か
な
と
い
う
気
持
ち
を
も
ち
ま
し
た
。

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
と
き
の
コ
メ
ン
ト
で
驚
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
村
上
春
樹
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
ん
で
す
ね
。
彼
よ
り
も
若
い
ぼ
く
が
先
に
と
る
な
ん
て
、
申
し
訳
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
い
わ
ば
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
べ
き
作
家
の
名
前
を
、
自
分

が
賞
を
と
っ
た
と
き
に
口
に
す
る
と
い
う
の
は
、
普
通
は
し
な
い
で
す
よ
ね
。
彼
の

場
合
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

村
上
春
樹
は
、
彼
に
と
っ
て
五
つ
年
上
、
学
年
は
六
つ
上
で
す
。
世
界
文
学
と
い

う
言
葉
が
さ
き
ほ
ど
出
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
で
は
な
く
、
世
界
文
学

を
書
く
の
だ
と
イ
シ
グ
ロ
が
志
し
た
と
き
の
ひ
と
つ
の
指
標
に
、
村
上
は
お
手
本
に

し
て
き
た
作
家
の
一
人
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

　

二
人
は
、
お
互
い
フ
ァ
ン
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
共
通
点
を

も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
父
親
に
対
す
る
関
係
が
重
要
だ
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
お
父
さ
ん
の
年
代
は
非
常
に
近
い
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
父
は
一
九
二
〇

年
生
ま
れ
で
、
村
上
春
樹
の
父
は
一
九
一
八
年
生
ま
れ
で
す
。

　

村
上
の
父
親
は
中
国
に
戦
争
に
行
っ
た
経
験
が
あ
っ
て
、
息
子
の
前
で
は
戦
争
の

話
は
一
切
し
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
僧
侶
だ
っ
た
の
で
、
毎
朝
起
き
る
と
お
経
を
あ

げ
て
戦
死
者
を
悼
ん
で
い
た
。
そ
の
背
中
を
見
て
村
上
は
育
っ
た
ん
で
す
。
し
か
も

こ
の
お
父
さ
ん
は
国
語
の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
国
語
の
先
生
で
す
。

晩
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
「
平
家
物
語
」
の
話
を
し
た
り
す
る
と
い
う
家
庭
に
育
っ
て
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講　演

い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
家
庭
に
育
っ
た
村
上
春
樹
が
、
中
学
生
く
ら
い
か
ら
、
親
に
象
徴
さ
れ

る
日
本
的
な
も
の
と
い
う
か
、
日
本
文
学
的
な
も
の
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
に

背
を
向
け
て
、
一
切
受
け
付
け
な
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
小
説
や
映
画
や
ジ
ャ
ズ
を

聴
い
て
育
つ
、
い
わ
ば
親
の
背
負
っ
た
文
化
か
ら
脱
出
し
て
自
分
を
築
い
て
い
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
事
情
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

大
学
時
代
の
頃
か
ら
村
上
春
樹
は
両
親
と
ま
っ
た
く
疎
遠
に
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
絶

縁
状
態
で
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
小
説
を
読
ん
で
も
、父
親
と
の
疎
遠
さ
が
た
え
ず
テ
ー

マ
に
な
っ
て
出
て
き
ま
す
。『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
で
は
父
親
殺
し
を
書
く
く
ら
い
、
彼

に
と
っ
て
の
父
親
像
は
、
自
分
の
挑
戦
す
べ
き
相
手
、
自
分
が
逃
れ
る
べ
き
、
そ
こ

か
ら
逃
げ
出
す
べ
き
文
化
を
背
負
っ
た
象
徴
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

一
方
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
お
父
さ
ん
は
有
名
な
海
洋
学
者
で
、
世
界
的
な
業
績

を
も
っ
て
い
る
人
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
お
父
さ
ん
は
家
で
テ
レ
ビ
を

家
族
が
見
て
い
る
最
中
で
も
、
メ
モ
を
た
え
ず
体
の
そ
ば
に
お
い
て
、
何
か
考
え
が

浮
か
ん
だ
ら
す
ぐ
メ
モ
を
す
る
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
虜
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
人
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
父
か
ら
自
分
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
完
全
に
理

系
の
父
親
で
は
あ
っ
て
も
、
着
想
を
絶
え
間
な
く
探
究
し
て
い
る
姿
を
見
て
育
っ
た

と
い
う
意
味
で
は
、
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

両
者
の
父
親
は
そ
ろ
っ

て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇

〇
八
年
に
か
け
て
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。『
忘
れ
ら
れ
た

巨
人
』
な
ど
を
読
ん
で
い
る

と
、
お
父
さ
ん
の
死
の
影
響

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
人
の
作
家
は
、
対

照
的
な
制
作
の
方
法
を
も
っ

て
い
ま
す
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
、
ノ
ー
ト
を
し
っ
か
り
書
い
て
、
そ
れ
で
草
稿

を
書
い
て
、
そ
れ
を
何
度
か
、
少
な
く
と
も
二
度
は
書
き
直
す
と
い
う
こ
と
を
し
て
、

徹
底
的
に
練
り
に
練
っ
て
完
璧
な
作
品
に
し
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
村
上
春
樹

は
、
た
い
へ
ん
変
わ
っ
て
い
ま
し
て
、
先
の
こ
と
は
何
も
考
え
な
い
。
先
は
ど
う
な

る
か
も
ま
っ
た
く
考
え
な
い
で
、
い
わ
ば
ア
ド
リ
ブ
演
奏
の
よ
う
に
、
勝
手
に
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
ど
ん
ど
ん
創
り
出
す
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く
。
終
わ
り
が
ど

う
な
る
か
と
い
う
こ
と
も
ま
っ
た
く
予
想
し
な
い
ま
ま
、
考
え
も
し
な
い
で
書
い
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
正
反
対
の
書
き
方
で
す
。
イ

シ
グ
ロ
の
書
き
方
は
、
あ
る
意
味
で
は
大
江
健
三
郎
な
ど
と
も
通
じ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
作
家
の
創
作
法
だ
と
思
い
ま
す
が
、
村
上
春
樹
の
そ
れ
は
一
種
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
的
で
す
。
彼
は
ジ
ャ
ズ
の
専
門
家
で
す
が
、
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
イ

ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
思
い
つ
き
の
ま
ま
即
興
で
演
奏
す
る
と
い
う
方
法
に
近
い

書
き
方
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
う
や
っ
て
未
決
定
の
ま
ま
書
く
、
そ
し
て
書
き
終
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は

何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
た
と
え
ば
事
件
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ズ
オ
・

イ
シ
グ
ロ
の
場
合
で
す
と
、
そ
れ
を
探
偵
小
説
、
あ
る
い
は
推
理
小
説
の
よ
う
に
き

ち
ん
と
、
あ
と
か
ら
読
み
返
し
た
と
き
に
こ
こ
に
証
拠
が
置
か
れ
て
い
た
、
あ
と
か

ら
読
め
ば
こ
れ
が
伏
線
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
村
上
春
樹
の
場
合
は
ま
っ
た
く
即
興
に
任
せ
て
書
く
わ
け

で
す
か
ら
、
不
思
議
な
事
件
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
決
も
ま
っ
た
く
未
決

定
の
ま
ま
で
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

こ
の
未
決
定
な
書
き
方
、
即
興
的
な
展
開
が
、
村
上
春
樹
特
有
の
作
品
世
界
の
あ

り
か
た
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
で
す
。
十
四
歳
最
後
の
夜
に
、
田
村
カ
フ
カ
と
い

う
少
年
が
家
を
出
て
、
四
国
行
き
の
夜
行
バ
ス
に
乗
っ
て
高
松
に
向
か
い
ま
す
。
高

松
で
甲
村
図
書
館
と
い
う
小
さ
な
私
設
図
書
館
に
転
が
り
込
ん
で
、
職
員
の
人
た
ち

と
仲
良
く
な
る
。
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
東
京
の
彼
の
父
親
が
何
者
か

に
ナ
イ
フ
で
め
っ
た
刺
し
に
さ
れ
て
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
の
で
す
。
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当
然
、
こ
の
事
件
が
ど
う
解
決
さ
れ
る
の
か
と
い
う
の
が
、
読
者
に
と
っ
て
大
事
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
結
局
そ
の
事
件
の
こ
と
は
脇
に
置
か
れ
た

ま
ま
、
最
後
の
ほ
う
に
な
っ
て
、
カ
フ
カ
少
年
は
警
察
に
自
首
す
る
。

　

と
い
う
の
も
、
お
父
さ
ん
が
殺
さ
れ
た
翌
日
、
高
松
市
内
の
公
園
で
目
が
覚
め
た

ら
、
カ
フ
カ
少
年
の
シ
ャ
ツ
に
は
べ
っ
と
り
血
が
つ
い
て
い
た
の
で
す
ね
。
で
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
合
理
的
な
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
彼
が
自
首
し
た
と
す
れ

ば
、
警
察
は
大
変
困
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
彼
が
父
親
を
殺
し
た
と
い
う
こ
と

を
ど
う
や
っ
て
証
明
す
る
か
、
逆
に
そ
れ
が
た
い
へ
ん
困
難
な
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。
真
夜
中
に
夜
行
バ
ス
か
何
か
で
東
京
に
着
き
、
家
で
父
親
を
殺
し
て
、
始
発
の

飛
行
機
で
飛
ん
で
帰
れ
ば
可
能
だ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い

ん
で
す
ね
。
通
常
の
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
の
小
説
で
は
謎
解
き
が
重
大
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
の
で
す
が
、
こ
の
小
説
に
は
探
偵
も
名
刑
事
も
い
な
い
。
そ
う
い
う
解
決
は
無

視
さ
れ
る
。
い
わ
ば
す
べ
て
が
、
現
実
を
超
え
た
象
徴
的
な
物
語
の
よ
う
に
、
こ
の

小
説
で
は
描
か
れ
る
の
で
す
。

　

あ
る
い
は
比
較
的
最
近
の
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
』

と
い
う
名
古
屋
を
舞
台
に
し
た
小
説
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
、
名
古
屋
の
高
校

で
仲
良
し
だ
っ
た
五
人
組
が
い
ま
す
。
赤
松
や
青
海
と
い
っ
た
色
に
ち
な
ん
だ
名
前

が
つ
い
て
い
る
子
ば
か
り
の
な
か
で
一
人
だ
け
、
多
崎
君
だ
け
が
色
を
持
っ
て
い
な

い
。
そ
う
い
う
多
崎
つ
く
る
君
が
卒
業
後
、
彼
だ
け
が
名
古
屋
を
出
て
東
京
の
大
学

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
二
十
歳
の
と
き
に
、
他
の
四
人
か
ら
突
然
、

絶
交
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
心
の
傷
を
抱
え
て
大
人
に
な
っ
た
多
崎
つ
く
る
が
、

三
十
六
歳
の
と
き
に
名
古
屋
に
戻
っ
て
、
も
う
一
度
仲
間
を
訪
ね
、
自
分
の
ト
ラ
ウ

マ
に
な
っ
た
謎
を
探
ろ
う
と
す
る
。
そ
う
い
う
小
説
で
す
。

　

彼
が
縁
を
切
ら
れ
た
原
因
と
な
っ
た
事
件
を
、
十
六
年
た
っ
て
彼
は
知
り
ま
す
。

シ
ロ
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
き
れ
い
な
女
の
子
が
仲
間
に
い
た
の
で
す
が
、

彼
女
が
多
崎
君
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
と
み
ん
な
に
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
み
ん
な

は
シ
ロ
を
守
る
た
め
に
多
崎
つ
く
る
を
切
る
、
絶
交
す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
の
で

す
。
し
か
も
、
そ
の
シ
ロ
は
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
何
者
か
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
シ
ロ
の
被
っ
た
苦
し
み
、
死
と
い
う
も
の
が
こ
の
作
品
の
大
き
な
謎
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
が
、
さ
て
こ
の

小
説
で
も
、
い
っ
た
い
誰
が

シ
ロ
を
乱
暴
し
殺
し
た
の

か
、
そ
の
合
理
的
な
推
理
や

解
決
は
結
局
提
出
さ
れ
な
い

ま
ま
な
の
で
す
。
た
だ
終
盤

で
、
多
崎
つ
く
る
が
、
ク
ロ

と
い
う
あ
だ
名
を
持
っ
て
い

た
も
う
一
人
の
女
の
子
を
訪

ね
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で

行
っ
て
、
二
人
で
話
し
合
っ

た
と
き
に
、「
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
、
彼
女
を
殺
し
た
の
は

私
た
ち
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
話
を
し
て
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
常
識
的
な
読
者
で
あ

れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
殺
し
た

の
か
詳
細
を
述
べ
よ
、
と
い

い
た
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
展
開
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。

　

こ
ん
な
ふ
う
に
村
上
春
樹
の
小
説
に
は
、
通
常
の
小
説
の
読
者
か
ら
す
る
と
、
入

り
組
ん
だ
謎
が
い
っ
こ
う
に
解
か
れ
な
い
ま
ま
、
変
な
理
屈
で
展
開
し
た
ま
ま
、
読

者
を
煙
に
巻
い
た
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
作
品
が
多
い
の
で
す
。
こ
う
い
う

作
風
だ
か
ら
、
逆
に
即
興
で
書
け
る
わ
け
で
す
。
さ
き
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
も
し

も
こ
れ
を
完
璧
な
密
室
殺
人
と
か
、
探
偵
を
欺
く
よ
う
な
巧
妙
な
ト
リ
ッ
ク
に
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
何
度
も
書
き
直
し
て
、
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
緊
密
に

組
み
立
て
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、
ア
ド
リ
ブ
の
よ
う
に
書
き
続
け
て
も
成

り
立
つ
と
い
う
の
は
、
世
間
的
な
意
味
で
、
現
実
的
な
意
味
で
の
解
決
が
ま
っ
た
く

必
要
な
い
作
品
だ
か
ら
こ
そ
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
村
上
春
樹
は
、
自
分
の
小
説
の
特
殊
な
性
格
を
、
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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講　演

に
答
え
た
と
き
に
「
地
下
二
階
の
小
説
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。
地
下
二

階
と
聞
い
て
、
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
地
下
二
階
の
小
説
」

と
い
う
言
い
方
は
、
と
て
も
面
白
く
て
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
一
階
建
て
の
普
通
の
家
が
あ
る
。
お
茶
の
間
に
み
ん
な
集
ま
っ
て
話
を
し
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
の
柴

又
の
団
子
屋
一
家
の
交
流
を
見
た
人
が
、
懐
か
し
い
な
、
日
本
人
は
い
い
な
と
思
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
世
界
が
地
上
一
階
の
家
で
す
。
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
マ

ン
ス
の
世
界
で
す
ね
。

　

そ
れ
が
や
が
て
二
階
建
て
に
な
っ
て
く
る
と
、
二
階
に
自
分
の
部
屋
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
は
自
分
の
部
屋
に
こ
も
っ
て
し
ま
っ
て
、
親
は
子
ど
も
が
何
を
考
え
て
い
る

の
か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
。
子
ど
も
は
親
の
前
で
は
い
い
子

に
し
て
い
て
も
、
部
屋
に
帰
っ
た
ら
自
分
の
世
界
に
没
頭
し
て
、
自
分
の
世
界
を
ど

ん
ど
ん
広
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

近
代
小
説
と
は
、
こ
の
二
階
建
て
の
二
階
の
個
室
の
中
で
、
一
人
の
人
間
が
心
の

中
に
築
い
て
い
る
世
界
を
言
葉
に
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
親
に
も
き
ょ
う
だ
い
に
も
、
友
だ
ち
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
、
た
っ
た
一
人

の
自
分
の
孤
独
な
内
面
を
文
章
に
し
て
小
説
に
す
る
。
そ
ん
な
世
界
が
近
代
市
民
、

あ
る
い
は
近
代
的
自
我
と
い
う
も
の
と
結
び
つ
い
た
小
説
で
す
。

　

や
が
て
地
下
一
階
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
、
非
日
常
の
余
剰

な
も
の
を
し
ま
っ
て
お
く
、
あ
る
い
は
隠
し
て
お
く
と
こ
ろ
で
す
。
日
常
生
活
で
は

使
わ
な
い
、
い
ろ
ん
な
特
殊
な
も
の
が
貯
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば

冒
険
の
想
像
を
広
げ
る
た
め
に
書
か
れ
る
小
説
、
犯
罪
が
書
か
れ
た
小
説
、
恐
怖
や

官
能
を
味
わ
う
た
め
に
書
か
れ
る
小
説
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
小
説
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
は
、
い
わ
ば
地
下
一
階
が
で
き
て
、
そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
て
き

た
も
の
だ
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
地
下
二
階
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
こ
に
は
普
通
の

人
が
入
っ
て
い
け
な
い
特
別
な
空
間
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
合
理
主
義
や
自
我
に
支
え

ら
れ
た
近
代
よ
り
前
の
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
無
意
識
の
暗
が
り
の
よ
う
な
場
所
だ
と

彼
は
言
う
ん
で
す
。
で
も
同
時
に
そ
の
地
下
二
階
か
ら
、
ひ
と
は
近
代
よ
り
も
も
っ

と
前
の
人
間
の
心
の
原
初
の
よ
う
な
世
界
、
心
の
暗
闇
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
戻
っ

て
い
け
る
、
と
い
う
言
い
方
を
彼
は
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
下
二
階
は
、
現

実
の
時
空
を
超
え
、
個
人
の
自
我
も
超
え
て
、
人
間
が
共
有
す
る
深
層
意
識
と
つ
な

が
っ
て
い
る
秘
密
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
場
所
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　

し
か
し
村
上
春
樹
の
読
者
で
あ
れ
ば
、「
地
下
二
階
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き

に
思
い
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
村
上
春
樹
は
も
と
も
と
地
下
が
大
好
き
で
す
。
た
と

え
ば
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
と
い
う
小
説
は
、
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
奥

さ
ん
を
探
す
夫
の
話
。
家
族
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
、
ふ
つ
う
は
警
察
に
届
け
ま

す
よ
ね
。
あ
る
い
は
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
彼
は
、
ま
っ
た
く
別
の

行
動
を
と
り
ま
す
。
彼
は
近
所
の
空
き
家
の
庭
に
、
古
い
枯
れ
井
戸
を
見
つ
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
井
戸
の
底
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
井
戸
の
底
で
瞑
想
す
る
と
い

う
方
法
を
選
ぶ
わ
け
で
す
。
そ
し
て
実
際
、
井
戸
の
底
で
妻
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

聞
い
た
り
す
る
。
そ
れ
が
村
上
春
樹
の
世
界
で
す
。
つ
ま
り
、
地
上
の
世
界
の
理
屈

や
論
理
で
は
な
く
て
、
地
下
の
目
に
見
え
な
い
、
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
領
域
で

は
じ
め
て
真
実
の
通
路
が
見
え
て
く
る
。
そ
う
い
う
構
造
を
組
み
込
ん
で
つ
く
ら
れ

た
世
界
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
、
す
で
に
よ
く
似
た
も
の
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
に
発
表
さ
れ
、
群
像
新
人
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
が
、

そ
の
お
し
ま
い
の
方
に
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
レ
ク
・
ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
架
空

の
作
家
が
書
い
た
小
説
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
ま
す
。「
火
星
の
井
戸
」
と
い
う
小
説

で
す
。
火
星
の
地
下
深
く
に
巨
大
な
井
戸
が
見
つ
か
る
。
何
万
年
も
昔
に
火
星
人
に

よ
っ
て
掘
ら
れ
た
ら
し
い
す
ご
く
深
い
井
戸
だ
け
れ
ど
、
不
思
議
な
こ
と
に
水
脈
を

丁
寧
に
外
し
て
掘
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
潜
っ
た
一
人
の
青
年
が
い
ま
す
。
井
戸
の

奥
は
横
穴
で
別
の
井
戸
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
と
て
も
居
心
地
よ
か
っ
た
。
そ
う
し

て
長
い
あ
い
だ
地
下
に
潜
っ
て
い
た
彼
が
地
上
に
戻
る
と
、
知
ら
な
い
間
に
一
五
億

年
の
時
間
が
た
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。「
地
下
二
階
」
の

イ
メ
ー
ジ
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
造
で
す
ね
。
そ
う
い
う
井
戸
の
話
を
デ
ビ
ュ
ー
作

か
ら
す
で
に
、
村
上
春
樹
は
書
い
て
い
ま
す
。
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井
戸
の
通
路
は
、
姿
か
た
ち
を
変
え
て
、
最
近
の
『
騎
士
団
長
殺
し
』
の
中
に
も

出
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
出
て
き
た
地
下
の
通
路
で
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
を
、

作
中
で
は
「
メ
タ
フ
ァ
ー
通
路
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
メ
タ
フ
ァ
ー
通
路
を
通
っ

て
、
主
人
公
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
女
の
子
を
探
し
に
行
く
。
ま
る
で
ア
ニ
メ
映
画

の
中
に
出
て
く
る
軽
い
ポ
ッ
プ
な
名
付
け
み
た
い
に
「
メ
タ
フ
ァ
ー
通
路
」
は
出
て

く
る
の
で
す
が
、
じ
つ
は
根
拠
を
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
す
ね
。

　

メ
タ
フ
ァ
ー
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
「
き
み
は
僕
の
太
陽
だ
」
と
い
う
よ
う
な
、

あ
る
個
別
の
も
の
が
別
の
概
念
と
結
び
つ
い
た
象
徴
に
な
る
比
喩
の
方
法
で
す
。
花

は
美
の
象
徴
だ
っ
た
り
、
闇
は
死
の
象
徴
だ
っ
た
り
、
そ
う
や
っ
て
ひ
と
つ
の
言
葉

が
別
の
概
念
を
暗
黙
に
含
ん
だ
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と

い
い
ま
す
。
し
か
し
そ
ん
な
分
か
り
や
す
い
メ
タ
フ
ァ
ー
に
は
、
あ
ま
り
詩
的
な
感

銘
は
起
こ
ら
な
い
。
意
味
が
簡
単
に
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
意
表
を
突
い
た
神
秘
的

な
組
み
合
わ
せ
が
、
高
度
な
詩
ほ
ど
出
て
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
メ
タ

フ
ァ
ー
は
現
実
的
な
関
係
性
を
超
え
た
、
あ
り
え
な
い
も
の
を
つ
な
ぐ
神
秘
的
な
通

路
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
村
上
の
小
説
と
結
び
つ
け
る
と
す
れ
ば
、

彼
の
書
く
ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
が
、
一
種
の
解
き
明
か
せ
な
い
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の

だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
地
上
の
論
理
を
超
越
し
た
「
地
下
二
階
」
を
通
じ
て
、
人

間
の
魂
が
結
ば
れ
う
る
。
地
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
人
間
、

孤
独
の
極
み
の
人
間
で
も
、
孤
独
な
心
の
奥
底
の
地
下
二
階
の
通
路
で
は
、
他
の
同

じ
よ
う
な
孤
独
な
心
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
、
連
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
方
が
、
彼
の
中
に
は
揺
る
ぎ
な
く
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
基

盤
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議
な
物
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
解

き
明
か
さ
れ
な
い
物
語
は
、
彼
に
よ
っ
て
見
つ
け
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
一
つ
の
メ
タ

フ
ァ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
浦
島
太
郎
の
話
な
ん
て
、
謎
で
す
よ
ね
。
助
け
た
カ
メ
か
ら
貰
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
、
な
ぜ
浦
島
太
郎
は
お
じ
い
さ
ん
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

ま
る
で
天
罰
み
た
い
な
贈
り
物
で
は
な
い
で
す
か
。
か
ぐ
や
姫
の
物
語
も
、
や
っ
ぱ

り
不
思
議
で
す
。
か
ぐ
や
姫
が
な
ぜ
最
後
に
、
育
て
て
く
れ
た
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
を
置
き
去
り
に
し
て
月
の
世
界
に
去
る
の
か
。
こ
れ
も
理
屈
で
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
だ
け
ど
、
時
代
を
超
え
て
日
本
人
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
味
や
テ
ー
マ

を
問
わ
れ
て
も
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
心
に
深
く
残
る
魅
力
が
あ
る
。
そ

う
い
う
よ
う
な
物
語
で
人
の
心
が
癒
さ
れ
る
の
も
、
い
っ
て
み
れ
ば
地
下
二
階
を
通

じ
て
な
の
だ
と
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
上
春
樹
は
、
物
語
の
深
い
力
と
い
う
も
の
を
求
め
て
い
つ
も
書
い
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。
現
代
人
は
な
ぜ
、
生
き
る
の
が
こ
ん
な
に
苦
し
い
の

か
。
あ
る
い
は
、
人
間
は
な
ぜ
、
憎
し
み
や
戦
争
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、

こ
ん
な
ふ
う
に
テ
ー
マ
を
言
葉
に
す
る
と
非
常
に
具
体
的
な
考
え
の
よ
う
に
思
え
る

の
で
す
が
、
そ
れ
は
経
済
で
も
政
治
で
も
哲
学
で
も
容
易
に
解
決
で
き
な
い
。
そ
れ

を
探
求
す
る
の
に
、
解
け
な
い
メ
タ
フ
ァ
ー
の
よ
う
な
物
語
と
い
う
書
き
方
で
、
彼

は
そ
れ
に
挑
ん
で
い
る
の
だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。

　

現
代
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
高
度
に
発
達
し
た
時
代
で
、
み
ん
な
ス
マ
ホ
で
、

い
つ
で
も
誰
と
で
も
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
時
代
で
す
。
自
分
が
年
寄
り
の
部
類
に

な
っ
て
き
た
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
に
反
発
を
覚
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぼ

く
に
は
逆
に
、
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
が
深
ま
っ
て
い
る
気
が
す
る

の
で
す
。

　

ぼ
く
が
つ
き
あ
っ
て
い
る
若
い
学
生
も
、
最
近
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
疲
れ
に
陥
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
と
つ
の
強
迫
観
念
み

た
い
に
な
り
、
い
つ
も
誰
か
と
通
信
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
、
誰
か
に
返
事
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、「
元
気
で
す
よ
」
と
い
う
サ
イ
ン
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
、

承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
ん
な
生
活
が
、
す
ご
く
人
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る

気
が
す
る
の
で
す
。

　

友
だ
ち
や
家
族
と
交
わ
す
言
葉
は
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
現
代
人
の
心
の
中
に
は
、

現
実
の
言
葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
う
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
も
の
す
べ
て

に
背
を
向
け
て
、
心
の
奥
底
、
ず
っ
と
深
い
と
こ
ろ
で
誰
か
の
言
葉
を
待
っ
て
い
る

よ
う
な
、
言
語
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
、
深
い
沈
黙
を
経

て
初
め
て
通
じ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
逆
に
切
実
に
み
ん
な
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
。
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村
上
春
樹
の
作
品
は
、
ほ
ぼ
全
世
界
で
翻
訳
さ
れ
、
ど
こ
で
も
た
い
へ
ん
読
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
そ
ん
な
に
世
界
中
の
人
に
読
ま
れ
る
の
か
」
と

よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
よ
う
に
、現
代
人
は
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
四
六
時
中
強
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
強
迫
観
念
、
あ
る
い
は
重
圧
の
中
で
、
ア
ン

チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
言
葉
や
表
面
上
の
付
き
合
い
と

は
異
な
る
、
自
分
に
だ
け
届
く
、
自
分
の
心
の
奥
底
に
だ
け
届
く
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
み
ん
な
待
ち
望
ん
で
い
る
。
村
上
春
樹
の
小
説
は
、
出
版
事
業
と
し
て
は
、

何
十
万
、
何
百
万
と
い
う
読
者
に
買
わ
れ
る
作
品
な
の
で
す
が
、
深
く
読
ん
だ
読
者

に
と
っ
て
は
、
あ
た
か
も
自
分
の
心
の
奥
底
に
、
深
夜
そ
っ
と
語
り
か
け
て
く
れ
て

い
る
よ
う
な
小
説
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
奇
妙
な
不
可
解
な
物
語
が
、
逆
に
人
と

人
と
の
間
に
立
ち
ふ
さ
が
る
現
実
の
壁
を
通
り
抜
け
て
届
く
。
そ
の
よ
う
な
伝
わ
り

方
で
、
村
上
春
樹
の
小
説
は
、
世
界
中
の
読
者
に
届
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

村
上
春
樹
、
そ
し
て
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
、
そ
ろ
っ
て
世
界
文
学
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
作
家
で
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
や
国
境
を
越
え
、
世
界
中
の
人
に
通

じ
る
小
説
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、
二
人
の
作
家
が
そ
ろ
っ
て
最
大
の
尊
敬
を

表
明
し
て
い
る
の
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
す
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
は
、
自

分
が
世
界
文
学
を
書
い
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
文
学
は
ロ
シ
ア

に
限
ら
ず
、
ま
だ
そ
う
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
望
を
持
て
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
な
ぜ
世
界
文
学
た
り
え
た

の
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
こ
の
あ
と
亀
山
先
生
に
引
き
継
い
で
、
ぜ
ひ
お
考
え

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

亀
山 

郁
夫

　

私
の
報
告
で
は
、
村
上
春
樹
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
世
界
と
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
を
上
手
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

た
い
こ
と
に
、
清
水
先
生
が
う
ま
く
道
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
私
も
「
地
下

二
階
」
の
話
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

じ
つ
は
私
の
家
は
、
東
京
都
中
野
区
の
野
方
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
野
方

は
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
村
上
春
樹
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
海

辺
の
カ
フ
カ
』
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で
、
小
説
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
父
親
殺

し
が
行
わ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
か
ね
て
「
父
殺
し
」
の
テ
ー
マ
に
関

心
を
持
っ
て
い
ま
し
て
、『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
を
読
ん
で
か
ら
、
家
を
持
つ
な
ら
野

方
と
決
め
、
苦
労
し
て
野
方
に
地
下
室
の
あ
る
家
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
の
初
め
て
の
小
説
『
新
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
舞
台
の
一
つ
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
村
上
春
樹
の
文
学
と
出
会
い
、
本
格
的
に
の
め
り
こ
み
は
じ
め
る
の
は
比
較

的
遅
く
、『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
が
出
た
二
〇
〇
四
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
新

作
が
出
る
た
び
に
一
喜
一
憂
す
る
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
週
間

は
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
作
品
を
集
中
的
に
読
み
、
そ
の
対
比
の
な
か
で
村
上
春

樹
に
対
す
る
見
方
が
少
し
変
わ
っ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

率
直
に
言
う
と
、
村
上
春
樹
が
な
ぜ
か
少
し
子
ど
も
っ
ぽ
く
見
え
て
き
た
の
に
た

い
し
て
、
逆
に
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
ひ
じ
ょ
う
に
成
熟
し
た
大
人
に
見
え
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
が
よ
い
悪
い
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
日
本
人
と
イ

ギ
リ
ス
人
の
違
い
、
い
わ
ば
そ
の
知
的
環
境
の
中
で
生
き
る
人
間
の
違
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
が
培
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
も
の
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
清
水
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
父
親
と
の
関
係
が
そ
の

違
い
の
差
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
村
上
の
父
親
は
戦
争
体
験
の
傷
を
背

負
っ
た
人
間
な
の
に
た
い
し
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
父
親
は
学
者
で
す
。
父
親
と

の
関
係
に
お
い
て
、
彼
ら
の
文
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
方
向
性
を
志
向
し
た
と

い
う
印
象
も
受
け
る
。
村
上
の
幼
さ
の
由
来
は
一
種
の
強
烈
な
父
親
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
に
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
も
ち
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
文
学
で
は
、
人
間
的
な
成
長
が
つ
ね
に
プ
ラ
ス
に
働
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
村
上
春
樹
は
、「
も
し
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
め
ぐ
り
あ
っ
た
最
も
重
要
な
本
を

三
冊
あ
げ
ろ
と
い
わ
れ
た
ら
、
考
え
る
ま
で
も
な
く
答
え
は
決
ま
っ
て
い
る
。『
グ
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レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』

『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』、

そ
し
て
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
の『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ

ド
バ
イ
』
で
あ
る
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
カ
ズ
オ
・

イ
シ
グ
ロ
は
、「
私
に
は
尊
敬

し
て
い
る
作
家
が
二
人
い
ま

す
。
ひ
と
り
は
チ
ェ
ー
ホ
フ

で
、
も
う
ひ
と
り
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
最
大
の
傑
作
と
い
う
呼
び
名
の
高
い
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ

的
な
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い
る
と
彼
自
身
告
白
し
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
は
こ
ん

な
ふ
う
に
も
言
っ
て
い
ま
す
。「
で
も
、
と
き
に
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
や
っ
た
み

た
い
な
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
粗
削
り
で
、
鮮
や
か
な
ほ
ど
に
不
完
全
な
も
の
を
書
い

て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
」。

　

こ
れ
を
聞
い
た
ら
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
怒
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
自
分
は

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
も
の
を
書
い
た
覚
え
は
な
い
と
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う

保
守
的
な
文
化
の
中
で
長
く
育
っ
た
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
、
確
た
る
信
念
を
も
っ

て
そ
の
よ
う
に
発
言
し
た
と
思
い
ま
す
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
い
う
作
家
が
相
当

に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
世
界
を
抱
え
た
作
家
に
映
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
イ
ギ
リ
ス
人

作
家
と
し
て
の
宿
命
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
も
か
く
、
村
上
春
樹
に
し
ろ
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
に
し
ろ
、
彼
ら
が
「
地
下
二

階
」
と
し
て
意
識
し
て
い
る
作
家
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う

べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
村
上
春
樹
は
、『
風
の
歌
を
聴
け
』
や
、『
１
９
７
３
年
の
ピ

ン
ボ
ー
ル
』
で
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
引
用
し
て
い
ま
す
し
、『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ

ニ
ク
ル
』
に
は
、「
も
ち
ろ
ん
ぼ
く
に
特
徴
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
失
業

し
て
い
て
、
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
の
兄
弟
を
全
部
覚
え
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な

意
味
深
な
文
章
が
出
て
き
ま
す
。
短
編
集
『
神
の
子
た
ち
は
み
な
踊
る
』
の
な
か
で

は
、
次
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
句
が
出
て
く
る
。

　
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
神
に
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
を
こ
の
う
え
な
く
や
さ
し
く
描

き
出
し
ま
し
た
。
神
を
つ
く
り
だ
し
た
人
間
が
、
そ
の
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
と
い
う

凄
絶
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
中
に
、
彼
は
人
間
存
在
の
尊
さ
を
見
出
し
た
の
で
す
」

　
『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』
は
、
阪
神
大
震
災
と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
強

烈
な
衝
撃
の
も
と
に
書
か
れ
た
作
品
で
す
が
、
小
説
集
の
冒
頭
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
の
中
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
リ
ー
ザ
、
昨
日
は
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」

　
「
あ
っ
た
こ
と
が
、
あ
っ
た
の
よ
」

　
「
そ
れ
は
ひ
ど
い
。
そ
れ
は
残
酷
だ
」

　

非
常
に
意
味
深
な
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
？　

残
念
な

が
ら
、
こ
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
謎
解
き
に
成
功
し
た
例
に
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
、
私
に
そ
れ
が
で
き
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
悪
霊
』
に
は
、
一
人
の
き
わ
め
て
悪
魔
的
な
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
名
前
は
ニ
コ

ラ
イ
・
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
。
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
と
カ
ザ
ノ
バ
を
足
し
て
二
で
割
っ
た

よ
う
な
好
色
さ
と
、
悪
魔
的
な
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
も
っ
た
人
物
で
す
。
十
三
歳
の
少
女

を
凌
辱
し
、
自
分
の
妻
を
使
嗾
殺
害
す
る
。
そ
し
て
つ
い
に
は
自
殺
し
果
て
る
。
興

味
深
い
こ
と
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、「
自
分
の
魂
か
ら

つ
か
み
出
し
た
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
が
、
妻
あ
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
リ
ー
ザ
と
い
う
、
す
で

に
婚
約
者
も
あ
る
女
性
と
一
夜
を
共
に
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
夜
が
明
け

た
場
面
で
こ
の
短
い
会
話
が
な
さ
れ
る
の
で
す
。
ど
う
や
ら
、
二
人
の
間
に
正
常
な

性
的
な
関
係
が
結
べ
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
（
逆
の
見
方
を
す
る
研

究
者
も
い
ま
す
）。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
、
そ
の
リ
ー
ザ
に
向
か
っ
て
、「
リ
ー
ザ
、

昨
日
は
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
聞
く
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
場
面
の
セ

リ
フ
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　

村
上
春
樹
は
、
非
常
に
戦
略
的
か
つ
メ
タ
フ
ォ
リ
ッ
ク
な
作
家
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
場
面
を
注
目
す
る
だ
け
で
は
答
え
は
出
ま
せ
ん
。
私
の
直
感
で
す
が
、
こ

の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
、『
悪
霊
』
の
こ
の
場
面
の
前
後
に
目
を
走
ら
せ
な
さ
い
と
い
う
暗
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講　演

黙
の
注
意
喚
起
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。
で
は
、
そ
の
前
後
で
何
が
起
こ
っ
た

の
か
？　

そ
れ
は
こ
こ
で
は
述
べ
ま
せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ん
に
『
悪
霊
』
の
最
終
巻

を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
場
面
を
探
し
だ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
こ
ん
な
話
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
村
上
春
樹
の
作
品
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の

変
位
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
少
し
語
り
た
い
か
ら
で
す
。
彼
は
、
首
尾
一
貫
を
極
力

嫌
う
作
家
で
す
。
す
べ
て
詩
的
な
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
が
言
う
と
こ
ろ
の
四
次
元
世
界

へ
の
変
位
を
志
向
す
る
。

　

も
う
一
つ
、
そ
う
し
た
自
在
な
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
が
も
た
ら
す
彼
の
世
界
観
。
一

世
を
風
靡
し
た
『
一
Ｑ
八
四
』
で
、
村
上
春
樹
は
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
世

界
観
を
代
弁
す
る
よ
う
な
セ
リ
フ
を
あ
る
登
場
人
物
に
吐
か
せ
て
い
ま
す
。

　
「
重
要
な
の
は
、
動
き
回
る
善
と
悪
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
。
ど
ち
ら

か
に
傾
き
す
ぎ
る
と
、
現
実
の
モ
ラ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
そ
う
、

均
衡
そ
の
も
の
が
善
な
の
だ
」

　

こ
れ
は
、
じ
つ
は
村
上
春
樹
の
非
常
に
深
い
と
こ
ろ
に
通
じ
て
い
る
、
善
悪
の
相

対
論
を
思
わ
せ
ま
す
。
一
種
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
世
界
は
善

悪
の
二
元
論
か
ら
成
り
立
つ
、
い
や
む
し
ろ
、
善
と
悪
が
う
ま
く
ネ
ゴ
シ
エ
ー
ト
し

な
が
ら
世
界
は
成
り
立
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
あ
る
種
の
牢
固
と
し
て
あ
る
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
の
自
在
な
変
位
の
な

せ
る
わ
ざ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
読
者
は
そ
こ
に
、
一
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を

か
ぎ
取
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
実
際
に
村
上
春
樹
は
、
こ
の
内
な
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
、

相
対
主
義
を
戦
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
、
お
の
ず
か
ら
備
わ
っ
た
「
相
対
主
義
」
か
ら
脱
却
し
な
い
限
り
、
彼
の
文

学
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
選
考
委
員
た
ち
の
ス
ノ
ビ
ズ
ム
を
刺
激
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
す
。
で
も
果
た
し
て
そ
れ
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
可
能
で
は
な
く
、
困
難
だ
と
さ
え
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
相
対
主
義

と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、
言
い
換
え
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
の
変
位
こ
そ
が
、
彼
の
文
学
に

も
っ
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
あ
た
え
る
価
値
と
魅
力
の
源
泉
な
の
で
す
か
ら
。

　

さ
て
『
騎
士
団
長
殺
し
』
で
す
。
こ
の
中
に
は
二
か
所
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に

関
す
る
言
及
が
出
て
き
ま
す
。
些
末
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
物
語
の
本
質
に
か
な
ら

ず
し
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
、
い
か
に
も
偶
然
め
か

し
た
デ
ィ
テ
ー
ル
で
す
。

　
「
そ
う
そ
う
、
と
こ
ろ
で
本
と
い
え
ば
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
の
中
で
、

自
分
が
自
由
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
拳
銃
自
殺
を
す
る
男
が
い
た
と
記
憶

し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
な
ん
て
い
う
名
前
だ
っ
け
。
お
ま
え
に
聞
け
ば
わ
か
る
よ

う
な
気
が
し
た
ん
だ
が
。『
キ
リ
ー
ロ
フ
』
と
私
は
言
っ
た
」

　

そ
し
て
も
う
一
つ
。
主
人
公
の
「
私
」
が
土
曜
日
の
午
後
を
中
途
半
端
に
や
り
過

ご
す
な
か
、
風
呂
を
沸
か
し
、
長
い
間
湯
の
中
に
浸
か
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。「
私
」

は
そ
の
間
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
の
登
場
人
物
の
長
い
名
前
を
一
人
ひ

と
り
思
い
出
し
て
い
く
。
何
と
か
キ
リ
ー
ロ
フ
を
含
め
て
、
七
人
ま
で
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
た
…
…
。

　

一
見
無
意
味
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
こ
う
い
う
か
た
ち
で
出
し
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど

村
上
春
樹
の
場
合
に
は
即
興
的
に
物
語
を
作
っ
て
い
く
、
つ
ま
り
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
ほ
ど
に
は
計
算
さ
れ
た
書
き
方
を
し
て
い
な
い
の
で
、
謎
が
謎
と
し
て
成
立
し
な

い
、
謎
に
答
え
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
謎
に
は
答

え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
一
種
の
秘
密
結
社
的
な
、
き
わ
め
て
狭
い
世
界
の
人
間
に
通
用
す
る
答
え

な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
彼
は
同
時
に
百
万
単
位
の
広
い
読
者
と
、
千
人
単
位
の
狭
い

読
者
の
双
方
向
に
向
け
て
、
二
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

村
上
春
樹
の
読
者
は
世
界
に
百
万
人
、
あ
る
い
は
二
百
万
人
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

の
数
の
読
者
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
秘
密
結
社
的
な
符
牒
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
あ
え
る
読
者
が
そ
の
中
に
少
な
く
と
も
千
人
、
二
千
人
は
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ア
な
読
者
で
す
ね
。
他
方
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
悪
霊
』

の
熱
狂
的
な
読
者
は
、
お
そ
ら
く
世
界
中
に
最
低
で
も
三
千
人
は
い
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
わ
れ
ら
が
日
本
に
も
、
熱
烈
な
『
悪
霊
』
フ
ァ
ン
が
百
人
は
い
る
と
思
う
の

で
す
。

　

つ
ま
り
、
村
上
春
樹
は
、
そ
う
い
う
数
少
な
い
読
者
に
対
し
、
自
分
は
い
ま
『
悪

霊
』
を
読
ん
で
い
て
、『
悪
霊
』
に
惹
か
れ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
か
え

し
提
示
す
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、
読
者
を
「
地
下
二
階
」
に
導
き
い
れ
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て
い
く
わ
け
で
す
、
特
別
の
招
待
客
と
し
て
。
そ
し
て
そ
の
サ
イ
ン
に
応
じ
る
読
者

の
反
応
を
冷
徹
に
見
入
る
。
ど
こ
か
そ
ん
な
悪
趣
味
な
と
こ
ろ

0

0

0

0

0

0

0

が
村
上
春
樹
の
な
か

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
言
っ
て
お
き
た
い
の
で
す
。

　

村
上
春
樹
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
の
か
に
関
し
て
、
懐

疑
的
な
意
見
を
述
べ
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
か
な
り
深
く
通
じ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
お
こ
が
ま
し
い
言
い
方
で
す
が
、
彼
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
文
学
の
本

質
に
気
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
さ
き
ほ
ど
言
っ
た
、
善
悪
の
二
元
論
で
は
な
い
、
善

と
悪
が
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
、
と
い
う
善
悪
相
対
論
で
す
。
そ
の
善
悪

相
対
論
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
じ
つ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
『
カ
ラ

マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
を
書
く
さ
い
に
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
た
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
カ

ン
デ
ィ
ー
ド
』
へ
の
関
心
で
す
。

　

こ
の
小
説
の
中
に
パ
ン
グ
ロ
ス
博
士
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
彼
は
、
世
界
や

人
生
の
善
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
り
ま
す
。
私
が
こ

う
し
て
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
と
、
メ
ガ
ネ
は
私
の
鼻
に
の
る
た
め
に
作
ら

れ
た
の
だ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
因
果
論
を
説
く
。
す
べ
て
世
界
は
予
定
調
和
的
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
い
う
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
す
。

　

オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
た
と
え
目
の
前
で
人
が
凌
辱
さ
れ
、
殺
さ
れ
よ

う
と
も
、
神
が
命
じ
て
そ
の
よ
う
に
差
配
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
万
物
調
和
の
中

の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
す
ぎ
な
い
。
ど
ん
な
世
界
に
お
け
る
善
も
悪
も
、
結
局
の
と
こ
ろ

は
神
の
差
配
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
通
底
し
て
い
ま
す
。

　

晩
年
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
こ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
強
い
反
発
を
も
っ

て
い
て
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
で
こ
れ
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
願
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
他
方
、
村
上
春
樹
は
ま
だ
こ
の
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
境

地
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
小
説
は
書
け
て
い
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
の
で
す
。
善
悪
の
一
種
の
融
和
と
い
う
か
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
か
ら

ま
だ
脱
却
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
『
騎
士
団
長
殺
し
』
で
、
そ
の
相
対
論
が

ど
の
よ
う
に
克
服
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
克
服
の
段
階
に
は
達
し
て
い
な
い

と
い
う
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
』
で
示
し
た
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
世
界
観
は
、

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
中
の
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
の
セ
リ
フ
、
つ
ま
り
常
に
悪
を

欲
し
な
が
ら
、
常
に
善
を
な
す
あ
の
力
の
一
部
だ
と
い
う
セ
リ
フ
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
悪
を
な
そ
う
と
思
っ
て
も
、
結
局
は
善
を
な
し
て
い
る
。
善
を
な
そ
う
と
思
っ

て
も
結
局
悪
を
な
し
て
い
く
。
善
と
悪
に
は
明
確
な
境
界
線
は
な
い
と
い
う
一
種
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
通
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
、
村
上
春
樹
の
世
界
観
の
中

に
濃
厚
に
漂
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
い
わ
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
「
世
界
観
」
が
前
面
に
立
ち
現
れ
た
と
き
、
彼
の
小
説
世
界
は
終
焉
を
迎
え
る
だ

ろ
う
と
い
う
予
感
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
い
ま
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
曖
昧
さ
を
徹
底
し

て
追
求
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
、
個
人
的
に
も
あ
り
ま
す
。

　

数
百
万
単
位
の
読
者
を
想
定
し
な
が
ら
小
説
執
筆
に
励
む
村
上
春
樹
は
、
宿
命
的

に
一
種
の
多
神
話
性
を
志
向
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
騎
士
団
長
殺
し
』
は
、
十
七

世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ン
・
フ
ァ
ン
伝
説
を
下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
そ
こ

に
雨
月
物
語
の
よ
う
な
日
本
の
文
学
作
品
を
重
ね
あ
わ
せ
て
い
く
。
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
方
法
が
導
入
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
彼
が
「
世
界
文
学
」
と
い
う
も
の

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
文
学
は
、鴻
巣
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
翻
訳
の
レ
ベ
ル
の
問
題
か
ら
、清
水
先

生
の
言
わ
れ
た
「
地
下
二
階
」
の
問
題
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
「
地

下
二
階
」
ま
で
行
く
と
、
世
界
の
精
神
は
地
下
の
水
脈
で
ひ
と
つ
に
繋
が
る
。
つ
ま

り
、
国
境
が
消
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
世
界
文
学
と
し
て
成
り

立
つ
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
の
話
だ
っ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ド
イ
ツ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

で
あ
っ
た
り
と
、
至
る
と
こ
ろ
に
一
種
の
教
養
ア
イ
テ
ム
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
い
く

戦
略
が
有
効
で
す
。
村
上
春
樹
は
、
世
界
最
高
の
教
養
人
で
す
か
ら
、
そ
の
配
置
の

仕
方
が
絶
妙
に
う
ま
い
。

　

私
自
身
が
唸
ら
さ
れ
た
の
は
、『
一
Ｑ
八
四
』
の
冒
頭
で
す
。
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ッ
ク

の
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
」
か
ら
カ
フ
カ
の
話
に
向
か
い
、
さ
ら
に
「
マ
イ
ケ
ル
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
」
に
ま
で
話
を
繋
げ
て
い
く
。
読
者
は
興
奮
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
し

か
も
一
つ
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
、
文
化
が
あ
る
。
そ
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講　演

う
し
て
ま
す
ま
す
謎
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

　

で
は
、
な
ぜ
謎
を
仕
掛
け
る
の
か
。
こ
こ
が
問
題
な
の
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
ま

さ
に
世
界
の
読
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
「
地
下
二
階
」
な
の
で
す
。

　

ま
ず
、
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
伝
説
か
ら
い
う
と
、
物
語
を
よ
く
読
み
込
め
ば
、
今
回
、

村
上
春
樹
が
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
伝
説
に
帰
っ
て
い
っ
た
理
由
が
見
え
て
き
ま
す
。
彼

は
な
ぜ
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
を
下
敷
き
と
し
つ
つ
、

そ
こ
に
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
重
写
し
し
た
の
か
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の

オ
ペ
ラ
『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
で
は
、
女
た
ら
し
の
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
最
初

に
ド
ン
ナ
・
ア
ン
ナ
の
家
に
入
り
こ
み
、
そ
の
彼
女
と
関
係
を
も
つ
。
そ
れ
に
気
づ

い
た
父
親
の
騎
士
団
長
が
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
追
い
つ
め
ま
す
が
、
ド
ン
・
ジ
ョ

バ
ン
ニ
が
逆
に
騎
士
団
長
を
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
最
後
に
石
像
と
化
し
た
そ
の

騎
士
団
長
が
復
讐
に
現
れ
、
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
地
獄
の
底
へ
と
道
連
れ
に
す
る
、

と
そ
ん
な
ふ
う
に
物
語
は
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
営
為
は
き
わ
め
て
非
倫
理
的
で
す
が
、
少
な
く
と
も
ド
ン
・

ジ
ュ
ア
ン
伝
説
に
見
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
彼
の
行
動
一
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る
断
罪

は
な
く
、
む
し
ろ
ル
ネ
サ
ン
ス
的
と
も
い
っ
て
い
い
、
許
し
の
精
神
が
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
騎
士
団
長
を
殺
す
と
い
う
問
題
の
倫
理
的
な
側
面
が
放
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
騎
士
団
長
と
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
関
係
に
お
け
る
も
っ

と
も
枢
要
な
部
分
で
す
。

　

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

ニ
』
の
場
合
、
作
曲
家
と
彼
の
父
レ
オ
ポ
ル
ド
と
の
関
係
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
父
親
の
訃
報
に
接
し
、『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
の
オ
ペ
ラ
の
完
成

を
急
い
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
さ
い
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

ニ
』
に
一
種
の
自
己
意
識
を
二
重
写
し
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ド
ン
・
ジ
ョ

バ
ン
ニ
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
騎
士
団
長
と
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
は
ほ
か
で
も

あ
り
ま
せ
ん
、
父
レ
オ
ポ
ル
ド
な
の
で
す
。

　

さ
て
、『
騎
士
団
長
殺
し
』
に
お
い
て
出
て
く
る
騎
士
団
長
は
、
じ
つ
は
ナ
チ
ス

親
衛
隊
す
な
わ
ち
（Schutzstaffel

＝
Ｓ
Ｓ
）
の
高
官
の
一
人
で
す
。
そ
の
彼
に
対
し

て
、
日
本
人
画
家
の
雨
田
具
彦
は
、
一
種
の
父
殺
し
的
な
願
望
を
抱
い
て
い
た
。
一

九
三
六
年
か
ら
一
九
三
九
年
に
ま
た
が
る
三
年
間
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
し
て
い

る
。
ナ
チ
ス
親
衛
隊
Ｓ
Ｓ
は
、
じ
つ
は
ド
イ
ツ
騎
士
団
を
モ
デ
ル
と
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
Ｓ
Ｓ
の
歴
史
的
な
大
会
が
一
九
三
四
年
九
月
に
、
ド
イ
ツ
騎
士
団

ゆ
か
り
の
古
都
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
、
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
広
場
に
は
な
ん
と

十
五
万
人
の
ナ
チ
党
員
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
Ｓ
Ｓ
と
騎
士
団
長

の
繋
が
り
が
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
と
い
う
テ
ー
マ
を
介
在
と
し
て
浮
上
し
て
い
く
わ
け

で
す
。
騎
士
団
長
の
物
語
は
、
こ
こ
で
は
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
伝
説
と
は
は
る
か
遠
い

と
こ
ろ
に
あ
り
、
騎
士
団
長
殺
し
と
い
う
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
の
な
か
に
、
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
の
克
服
と
い
う
問
題
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
同
じ
『
騎
士
団
長
殺
し
』
の
中
に
は
、
も
う
ひ
と
り
、
十
七
世
紀
ス
ペ

イ
ン
の
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
伝
説
の
影
を
深
く
負
っ
て
い
る
免
色
渉
と
い
う
男
が
登
場

し
て
き
ま
す
。
免
色
渉
と
い
う
人
物
の
分
析
を
と
お
し
て
、
こ
と
に
よ
る
と
、
こ
の

小
説
全
体
に
お
け
る
あ
る
種
の
父
殺
し
の
問
題
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
予
告
的
に
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
の
小
説
を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
話
は
免
色
を
中
心
に
動
い
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
」（『
み
み
ず
く
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ
─
川

上
未
映
子
訊
く
／
村
上
春
樹
語
る
』）。

　

免
色
と
い
う
登
場
人
物
の
名
前
、
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
色
を
免
じ
る
、
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
色
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
意
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

わ
か
り
ま
す
。
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
性
そ
の
も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
免
れ
て
い
る
、
そ

う
い
う
暗
示
的
な
名
前
の
付
け
方
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
人
物
が
、
も
う
一
つ

の
騎
士
団
長
殺
し
の
物
語
、
す
な
わ
ち
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
伝
説
を
呼
び
込
ん
で
く
る

の
で
す
。
で
は
、
免
色
に
お
け
る
「
父
殺
し
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
い
ま
、
そ

の
答
え
は
、
私
の
な
か
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
皆
さ
ん
が
、『
騎
士
団
長
殺
し
』

を
お
読
み
に
な
り
、
そ
の
答
え
を
探
り
あ
て
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

次
に
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
話
で
す
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
に
お
け
る
「
父
殺
し
」

と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
一
週
間
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
う
や
く
回
答

ら
し
き
も
の
を
発
見
で
き
ま
し
た
。『
日
の
名
残
り
』
で
は
、
深
く
父
親
を
敬
愛
し
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て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
と
い
う
執
事
が
登
場
し
て
き
ま
す
が
、
こ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ス
と
彼
の
父
親
と
の
関
係
は
、
き
わ
め
て
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
注
目
し
た
い
の
は
、
同
じ
館
の
中
で
執
事
と
し
て
勤
め
る
自
分
の
父
親
が
脳
梗

塞
で
倒
れ
る
の
を
み
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
が
そ
れ
を
放
置
す
る
場
面
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』。
山
の
頂
上
に
住
む
ク
エ
リ
グ
と
い
う
恐
竜

の
吐
く
息
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
テ
ン
の
人
た
ち
が
み
ん
な
記
憶
喪
失
に
陥
っ
て
し
ま
う

と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ク
エ
リ
グ
の
呪
い
が
と
れ
る
、
つ
ま
り

殺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
霧
が
晴
れ
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
す
べ
て
に
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
夫
婦
間
の
話
も
す
べ
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
説
明
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
ク
エ
リ
グ
殺
し
そ
の
も
の
が
、『
忘
れ
ら
れ
た
巨

人
』
に
お
け
る
父
殺
し
の
問
題
に
深
く
通
じ
、
真
に
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
的
な
構
図
を
浮

か
び
あ
が
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

　

と
く
に
偉
大
な
王
、
父
ア
ー
サ
ー
の
聖
な
る
記
憶
を
覆
す
、
暴
虐
の
事
実
が
現
前

す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
恐
竜
ク
エ
リ
グ
の
死
に
よ
っ
て
、
ア
ー
サ
ー
王
と
い
う
、
い

わ
ば
キ
リ
ス
ト
教
史
上
に
名
君
と
謳
わ
れ
た
彼
の
暴
虐
そ
の
も
の
が
す
べ
て
露
見
し

て
し
ま
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
ク
エ
リ
グ
殺
し
と
い
う
の
は
、
ア
ー
サ
ー
王
殺
し

と
い
う
父
殺
し
の
物
語
に
通
じ
て
い
ま
す
。
偉
大
な
る
父
が
、
霧
の
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
の
記
憶
を
眠
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
平
和
な
共
同
体
が
現
出
し
、
維

持
さ
れ
る
の
は
い
い
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ト
の
『
ト
ー
テ
ム
と
タ
ブ
ー
』
で
は
な
い

け
れ
ど
、
よ
り
人
間
が
明
晰
な
認
識
と
記
憶
の
回
復
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

た
し
て
人
類
は
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
。
父
殺
し
の
記
憶
を
封
印
し
、
秩
序
を

維
持
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ
が
、
父
殺
し
の
記
憶
を
と
か
れ
、
そ
れ
を
再
認
識
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
た
し
て
わ
れ
わ
れ
と
世
界
は
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
、
と
い
う
問
題

が
提
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
初
に
鴻
巣
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
物
語
、
ひ
と
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
立
脚
し
な
が
ら
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
を
越
え
て
大
き
な
テ
ー
マ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
こ
の
あ

た
り
が
イ
シ
グ
ロ
文
学
の
世
界
性
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
で
に
お
気
づ
き
の

よ
う
に
、
村
上
春
樹
の
方
法
論
と
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ま
と
め
に
入
り
ま
す
。
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
文
学
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
的
な

も
の
の
共
通
性
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

村
上
春
樹
と
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
を
比
較
し
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
が
群
衆
を
描
く
こ
と
が
上
手
だ
と
い
う
こ
と
。
バ
フ
チ
ン

の
い
う
カ
ー
ニ
バ
ル
感
覚
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は
三
人
以
上
の
登
場
人
物
、

た
と
え
ば
十
人
で
も
十
五
人
で
も
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
村
上
春
樹
は
こ
れ

が
で
き
な
い
と
い
う
か
、
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
。
そ
こ
が
彼
の
作
家
と
し
て
の

一
つ
の
盲
点
な
の
か
な
、
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
村
上
春
樹
に
は
、

カ
ー
ニ
バ
ル
的
な
感
覚
が
じ
つ
は
希
薄
な
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
村
上
春
樹
は
「
地
下
二
階
」
と
い
う
圧
倒
的
な
強
み
を
持
っ
て
い
る
。

「
地
下
二
階
」
と
い
う
の
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
ど
ろ
ど
ろ
し
た
マ
グ
マ
的
な
も
の
、
エ
ク
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
も
の
で
す
ね
。

　

対
照
的
に
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
で
は
、
無
意
識
の
世
界
は
か
な
り
分
節
化
さ
れ

て
い
て
、
一
人
ひ
と
り
人
間
同
士
の
対
話
、
あ
る
い
は
会
話
と
し
て
再
現
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
つ
ま
り
優
れ
て
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
（
多
声
的
）
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
カ
ー
ニ
バ
ル
的
な
世
界
感
覚
を
表
現
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
好
例
が

『
日
の
名
残
り
』
で
の
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
卿
邸
で
の
国
際
会
議
の
場
面
で
す
。
村
上
文

学
に
は
そ
う
し
た
世
界
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
生
じ
な
い
の
か
と
い
う
と
、
彼
の
な
か

に
は
思
想
上
な
い
し
政
治
上
の
対
決
が
な
い
か
ら
で
す
。
な
ぜ
、
な
い
の
か
。
先
に

も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
善
と
悪
が
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ

ま
り
、
基
本
的
に
対
話
は
拒
否
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
ま
さ
に
対
話
性
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
カ
ー
ニ
バ
ル
的
世
界
感
覚
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
卿
で

の
国
際
会
議
で
、
ル
イ
ス
上
院
議
員
と
デ
ュ
ポ
ン
博
士
、
ル
イ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
利

益
を
代
表
し
、
デ
ュ
ポ
ン
伯
爵
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
権
を
代
表
し
て
い
る
。
そ
の
二
人

の
対
決
の
場
面
も
、
非
常
に
カ
ー
ニ
バ
ル
的
な
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
て
、
そ
の
白

熱
し
た
議
論
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
と
り
わ
け
デ
ュ

ポ
ン
博
士
が
、
ル
イ
ス
上
院
議
員
の
内
情
を
暴
く
場
面
が
そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
に
は
、

『
罪
と
罰
』
の
マ
ル
メ
ラ
ー
ゾ
フ
の
葬
儀
の
場
に
通
じ
る
「
奪
冠
」
の
モ
チ
ー
フ
を
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見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
下
の
も
の
が
上
の
も
の
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
劇
的
な
転
換
で
す
。

　

村
上
春
樹
の
世
界
で
は
、
そ
う
い
う
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
は
起
こ
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
い
う
と
、
村
上
の
文
学
は
き
わ
め
て
日
本
的
な
抒
情
的
感
性
と
、
日
本

的
な
世
界
観
の
中
で
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

で
は
、
最
後
に
み
な
さ
ん
に
、
宿
題
を
一
つ
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。『
色
彩
を
持

た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
』
に
、「
二
時
三
十
五
分
」
と
い
う
具
体
的

な
時
間
が
出
て
き
ま
す
。
主
人
公
の
多
崎
つ
く
る
が
見
る
奇
妙
な
夢
の
場
面
で
す
。

多
崎
つ
く
る
は
、
夢
の
な
か
で
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
演
奏
し
て
い
ま
す

（「
誰
が
作
曲
し
た
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
な
の
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
」）。
そ
の
傍
ら

で
、
黒
い
ド
レ
ス
を
着
た
女
性
が
譜
を
め
く
っ
て
い
る
。

　
「
そ
し
て
あ
る
瞬
間
彼
は

は
っ
た
と
気
づ
い
た
。
楽
譜

を
め
く
る
黒
衣
の
女
性
の
手

に
指
が
六
本
あ
る
こ
と
を

（
中
略
）。
そ
こ
で
つ
く
る
は

目
を
覚
ま
し
た
。
枕
元
の
電

気
時
計
の
緑
色
の
文
字
は

二
時
三
十
五
分
を
指
し
て
い

た
」

　

村
上
春
樹
の
小
説
で
は
、

午
前
二
時
半
前
後
の
時
間

帯
に
つ
い
て
の
言
及
が
い
く

つ
か
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
こ

は
注
意
し
て
か
か
る
べ
き
部

分
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、『
騎
士
団
長
殺
し
』の
中

で
も
「
二
時
三
十
一
分
」
が

出
て
き
ま
す
。「
私
は
立
ち

上
が
り
、
寝
室
に
戻
っ
て
デ
ジ
タ
ル
時
計
に
目
を
や
っ
た
。
時
刻
は
午
前
二
時
三
十

一
分
だ
っ
た
」
こ
れ
が
二
度
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
彼
は
二
時
三
十
分
台
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
か
、
そ
こ
が
と
て
も
気
に
な
る
の
で
す
が
、
私
の
直
感
で
は
、
こ
う
し

た
特
異
な
「
時
間
の
提
示
」
の
源
泉
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
に
は
「
二
時
三
十
七
分
」
と

い
う
の
が
出
て
く
る
。
キ
リ
ー
ロ
フ
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
会
話
で
す
。

　

キ
リ
ー
ロ
フ
「
人
間
が
不
幸
な
の
は
、
自
分
が
幸
福
だ
っ
て
こ
と
を
知
ら
な
い
か

ら
で
す
。
た
ん
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
す
」「
い
い
こ
と
で
す
。
赤
ん
坊
の
頭
を
か
ち

割
っ
て
も
、
い
い
こ
と
な
ん
で
す
。
か
ち
割
ら
な
く
て
は
い
い
こ
と
な
ん
で
す
」

　

ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
「
自
分
が
そ
ん
な
に
幸
福
だ
っ
て
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
い
っ

た
い
い
つ
の
こ
と
で
す
？
」

　

キ
リ
ー
ロ
フ
「
先
週
の
火
曜
日
、
い
や
、
水
曜
日
で
す
か
ね
」

　

ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
「
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
」

　

キ
リ
ー
ロ
フ
「
そ
れ
が
よ
く
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
、
な
ん
と
な
く
で
し
た
。（
中

略
）
で
、
時
計
を
止
め
ま
し
た
。
二
時
三
十
七
分
で
し
た
」

　

ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
「
時
は
止
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
っ
て
い
う
こ
と
の
し
る

し
に
で
す
か
？
」

　

二
時
三
十
七
分
と
い
う
具
体
的
な
時
刻
が
、『
悪
霊
』
と
い
う
小
説
の
中
で
何
を
意

味
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
、
じ
っ
さ
い
に
『
悪
霊
』
を
読
ん

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
者
で
も
こ
の
謎
解
き
に
挑
戦
し

て
い
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
終
わ
り
に
、
私
が
二
〇
一
五
年
に
刊
行
し
た
『
新
カ

ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
ラ
ス
ト
は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
事
務
室
の
掛
け
時
計
は
二
時
三
十
五
分
を
さ
し
た
ま
ま
止
ま
っ
て
お
り
、
リ
ョ
ウ

の
腕
時
計
は
八
時
半
を
少
し
過
ぎ
て
い
た
」

　
『
新
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』、
こ
れ
は
村
上
春
樹
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
双
方

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。
そ
の
証
が
、
こ
の
一
文
で
す
。
ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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